
Gyインターフェイスのサポート

この章では、Gyインターフェイスの概要と、Gyインターフェイスの設定方法について説明し
ます。

次の製品のシスコシステムで Gyインターフェイスがサポートされています。

• GGSN
• HA
• IPSG
• PDSN
• P-GW

この章に記載する手順を実行する前に、展開する製品のアドミニストレーションガイドの説明

に従って、お使いのサービスモデルに最適な設定例を選択し、そのモデルに必要な要素を設定

することを推奨します。

•機能の概要と変更履歴（1ページ）
•はじめに（2ページ）
•機能と用語（4ページ）
• Gyインターフェイスのサポートの設定（49ページ）

機能の概要と変更履歴

要約データ

PGW該当製品または機能エリア

• ASR 5500

• VPC-DI

• VPC-SI

該当プラットフォーム

N/Aこのリリースでの関連する変更点
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• Command Line Interface Reference

• PGW Administration Guide

• Statistics and Counters Reference

関連資料

マニュアルの変更履歴

リリース 21.2および N5.1よりも前に導入された機能の改訂履歴の詳細は示していません。重要

リリース改訂の詳細

21.27CDRのサーバー到達不能フィールドを追加するためのサポート
が追加されました。

21.22最初の導入。

はじめに
Gyインターフェイスは、PCEF/GW（課金トリガー機能（CTF））とオンライン課金システム
（課金データ機能（CDF））間のオンライン課金インターフェイスです。

Gyインターフェイスは、アクティブ課金サービス（ACS）やEnhancedChargingService（ECS）
を利用して、データサービスのコンテンツベースの課金にリアルタイムで対応します。これは

3GPP標準規格に基づいており、クォータ割り当てに依存しています。オンライン課金システ
ム（OCS）は、オンライン課金データを PCEF/GWに提供する Diameterクレジット制御サー
バーです。Gyを使用すると、カスタマートラフィックをゲートウェイに送り、オンラインま
たは前払いの形式で課金できます。時間ベースと使用量ベースの課金モデルがサポートされて

います。これらのモデルでは、ECSのシャローパケットインスペクションまたはディープパ
ケットインスペクションに基づいて、各種サービスに異なるレートを適用できます。

最も単純なインストールでは、システムは Diameter TCPリンクを介して、システム自体と 1
台の前払いサーバーとの間で、Gy Diameterメッセージを交換します。インストールを堅牢化
するには、複数のサーバーを使用します。これらのサーバーは、必要に応じて単一のクォータ

データベースを共有またはミラーリングして、あるサーバーから別のサーバーへのGyセッショ
ンのフェールオーバーに対応します。拡張性の高いインストールでは、プロキシまたは他の

Diameterエージェントのレイヤを導入して、マルチパスメッセージルーティング、メッセー
ジやセッションのリダイレクト機能などを提供できます。

次の図は、ポリシーと課金アーキテクチャの Gy参照ポイントを示しています。
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図 1 : PCC論理アーキテクチャ

次の図は、ECSと OCS（CDF/サーバー）を実行している CTF/ゲートウェイ/PCEF/クライアン
ト間のGyインターフェイスを示しています。PCEF/GW内では、Gyプロトコル機能は、DCCA
モジュール内（ECS）で処理されます。

図 2 : Gyアーキテクチャ

ライセンス要件

Gyインターフェイスのサポートは、ライセンス供与されたシスコの機能です。別の機能ライ
センスが必要になる場合があります。特定のライセンス要件の詳細については、シスコのアカ
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ウント担当者にお問い合わせください。ライセンスのインストールと確認の詳細については、

『システム管理ガイド』の「ソフトウェア管理操作」の「ライセンスキーの管理」の項を参照

してください。

サポートされる標準

Gyインターフェイスのサポートは、次の標準に基づいています。

• IETF RFC 4006：Diameter Credit Control Application（2005年 8月）

• 3GPP TS 32.299 V9.6.0 (2010-12) 3rd Generation Partnership Project; Technical Specification Group
Services and System Aspects; Telecommunication management; Charging management; Diameter
charging applications (Release 9)

機能と用語
ここでは、Gy機能に関連する機能と用語について説明します。

課金シナリオ

イベントのオンライン課金（「即時イベント課金」および「予約によるイベント課金」）はサ

ポートされていません。「予約によるセッション課金」のみがサポートされます。

重要

予約によるセッション課金

ユニット予約によるセッション課金は、セッションのクレジット制御に使用されます。

分散型ユニット決定と集中型レート設定

このシナリオでは、CTFはセッションの指揮の前にユニットの予約を要求します。セッション
の終了処理が終わると、口座引き落とし操作が実行されます。

集中型ユニット決定と集中型レート設定

このシナリオでは、CTFが、OCSに、CTFによって指定されるセッション識別子に基づいて
ユニットを予約するように要求します。セッションの終了後に、口座引き落とし操作が実行さ

れます。

分散型ユニット決定と分散型レート設定

分散型レート設定は、このリリースではサポートされていません。分散型ユニットの決定は、

CLI設定コマンドを使用して行われます。
重要
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このシナリオでは、CTFは OCSに対して、指定された単位の金額の支払い予約をサブスクラ
イバのアカウントで保証するよう要求します。サブスクライバのアカウントからの支払いをト

リガーするアカウントのデビット操作は、セッションの確立の終了後に実行されます。

基本操作

即時イベント課金は、このリリースではサポートされていません。「予約ユニット要求」と

「予約ユニット応答」は、イベント課金ではなく、セッション課金に対して実行されます。

重要

オンラインクレジット制御では、基本的な論理演算「デビットユニット」と「予約ユニット」

を使用します。

•デビットユニット要求（CTFから OCSに送信）：CTFは、サブスクライバからサービス
要求を受信した後、デビットユニット要求を OCSに送信します。CTFでは、サービス識
別子（集中型ユニット決定）または要求されるユニット数（分散型ユニット決定）のいず

れかを指定できます。返金を目的として、CTFはデビットユニット要求も OCSに送信し
ます。

•デビットユニット応答（OCSから CTFに送信）：OCSはデビットユニット応答で応答し
ます。この応答は、デビットユニット要求の結果として付与されたユニット数を CTFに
通知します。これには、付与されたユニット数が、要求されたサービスをレンダリングす

る権限を示す場合も含まれます。返金を目的として、OCSはデビットユニット応答で応答
します。

•予約ユニット要求（CTFから OCSに送信）：CTFによって提供されるサービスのために
ユニット数を予約するよう要求します。集中型ユニット決定の場合、CTFは予約ユニット
要求でサービス識別子を指定し、OCSは要求されるユニット数を決定します。分散型ユ
ニット決定の場合、要求されるユニット数は CTFによって指定されます。

•予約ユニット応答（OCSから CTFに送信）：「予約ユニット要求」の結果として予約さ
れたユニット数を CTFに通知する OCSからの応答。

ユニット予約（SCUR）によるセッション課金では、「デビットユニット」と「予約ユニット」
の両方の操作が使用されます。SCURでは、RFC4006で指定されているセッションベースのク
レジット制御手順が使用されます。ユニット予約によるセッション課金では、「デビットユ

ニット」操作と「予約ユニット」操作の両方が必要な場合、これらの操作は1つのメッセージ
に統合されます。

コスト情報、残高、および残高減少を示す AVPはサポートされていません。重要

消費されたユニットは、サービスの提供後にサブスクライバのアカウントから差し引かれま

す。そのため、予約済みユニットと消費済みユニットは必ずしも同一ではありません。この操

作を使用して、CTFは、以前に予約されたユニットの返戻分を含めて、現在の予約を変更する
こともできます。
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再承認

サーバーは、付与されたクォータに関連付けられたアイドルタイムアウトを指定できます。ま

たは、クライアントに設定可能なデフォルト値を指定することもできます。このタイマーが切

れると、再承認要求がトリガーされます。

セッション中のサービスイベント（再承認トリガー）によって、現在のサービス使用状況の

レーティングが影響を受ける場合があります。サーバーは、レーティング条件に影響を与える

可能性のあるさまざまなセッション関連のトリガーが発生した場合に、クォータを再承認する

ようにクレジット制御クライアントに指示する場合があります。

再承認がトリガーされると、クライアントはクォータの使用状況を報告します。クォータが報

告されている理由がサーバーに通知されます。

しきい値ベースの再承認トリガー

サーバーはオプションで、クォータの再承認をトリガーする残りのクォータしきい値のクライ

アントへの指示を追加することができます。

終了アクション

サーバーは、最後に許可されたユニットの消費時の動作をクライアントに対して指定できま

す。これは終了アクションと呼ばれます。

Diameter基本プロトコル
Diameter基本プロトコルは、DiameterクライアントとDiameterサーバー間の基礎となる接続を
維持します。クライアントとサーバー間の接続は TCPベースです。接続と機能のステータス
を確認するために、一連のメッセージが交換されます。

•機能交換メッセージ：機能交換メッセージは、互いの機能と互いのアイデンティティを認
識するために、Diameterピア間で交換されます。

•機能交換要求（CER）：このメッセージは、サーバーの機能を認識するためにクライ
アントからサーバーに送信されます。

•機能交換応答（CEA）：このメッセージは、CERメッセージへの応答としてサーバー
からクライアントに送信されます。

Acct-Application-Idは解析されず、送信された場合は PCEF/GWに
よって無視されます。Result-Codeが DIAMETER_SUCCESSでな
い場合、ピアとの接続は閉じられます。

重要

•デバイスウォッチドッグ要求（DWR）：CER/CEAメッセージが交換された後、しばらく
の間ピア間のトラフィックがなくなった場合、接続の正常性をモニターするために、DWR
メッセージがクライアントから送信されます。デバイスウォッチドッグタイマー（Tw）
は PCEF/GWで設定可能で、6～ 30秒の範囲で設定できます。値を小さくすると、メッ
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セージの重複が発生します。デフォルト値は 30秒です。DWAがない状態で Twが 2回連
続して期限切れになると、ピアはダウンしていると見なされます。

DWRは、サーバーから最後のメッセージ受信した後、Twの期限
切れ後にのみ送信されます。たとえば、ピア間で継続的にメッ

セージが交換される場合、サーバーからの最後のメッセージ受信

時刻から現在時刻までの経過時間が Twよりも小さい場合、DWR
は送信されない可能性があります。

重要

•デバイスウォッチドッグ応答（DWA）：これは、サーバーからのDWRメッセージに対す
る応答です。接続状態のモニタリングに使用されます。

•ピア切断要求（DPR）：このメッセージは、接続をシャットダウンするように通知するた
めにピアに送信されます。PCEF/GWはこのメッセージの受信のみを行います。現在、
Diameterサーバーにメッセージを送信する機能はありません。

•ピア切断応答（DPA）：このメッセージは、ピアからのDPR要求に対する応答です。DPR
を受信すると、ピアは DPAを送信し、接続状態を「DO NOT WANT TO TALK TO YOU」
状態にします。ピアを再度設定する以外、接続を元に戻す方法はありません。

切断されたピアを再試行するためのタイムアウト値を指定する必要があります。

• Twタイマー期限切れ動作：クライアントとサーバー間の接続は、DIABASEアプリケー
ションによって管理されます。Twタイマーが 2回連続で期限切れになると、ピア状態は
アイドルに設定され、接続の確立が再試行されます。その後、その接続上のすべてのアク

ティブセッションは、セカンダリ接続に転送されます（セカンダリ接続が設定されている

場合）。すべての新しいセッションのアクティブ化も、セカンダリ接続で試行されます。

Twタイマーとも同等である接続タイムアウト間隔があります。その期間中、CERがサー
バーに送信された後、接続の再確立の試行中に応答を受信しない場合、接続は閉じられ、

状態はアイドルに設定されます。

Diameterクレジット制御アプリケーション
Diameterクレジット制御アプリケーション（DCCA）は、ECSサブシステムの一部です。Diameter
クレジット制御が有効になっているすべてのプリペイドのお客様について、セッションが開始

されるたびに、Diameterサーバーに接続され、サブスクライバのクォータが取得されます。

クォータの動作

さまざまな形式のクォータが存在し、これを使用して効率的な方法でサブスクライバに課金で

きます。さまざまなクォータメカニズムにより、エンドユーザーには選択可能な多様なオプ

ションが提供されます。また、サービスプロバイダーはクォータをより効果的に扱えるように

なります。
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時間クォータ

クレジット制御サーバーは、クライアントとの任意の問い合わせ中に、サブスクライバの

CC-Timeクォータを送信できます。また、以下で説明するさまざまなメカニズムもあり、これ
らを時間クォータと組み合わせて使用して、顧客満足度を高めるさまざまな方法を派生させる

ことができます。

• Quota-Consumption-Time：サーバーはオプションで、パケットが受信されない
「Quota-Consumption-Time」と等しい期間が経過するか、セッションの終了時かのどちら
か早い方で、クォータ消費を停止する必要があることをクライアントに示すことができま

す。Quota-Consumption-Timeに等しいアイドル期間は、報告される使用量に含まれます。
クォータは通常、Quota-Consumption-Time以下の期間のトラフィックギャップ中に消費さ
れます。クォータの消費は、サービスデータフローに属するパケットをさらに受信すると

再開されます。

CCR（Update）/CCA交換時のパケットフローが許可されており、提供されたクォータの
Quota-Consumption-Time AVP値が以前に提供されたクォータと同じである場合、
Quota-Consumption-Timeは、この手順で正常に実行されます。たとえば、CCR（U）がト
リガーされたときに 10秒の QCTタイマーのうち 5秒が経過しており、CCA（U）が 2秒
後に返された場合、QCTタイマーは CCAの受信から 3秒後に期限切れとなり、新しい
クォータでパケットが送信されなかった場合でも、算入されていない残りの5秒分の使用
量が新しいクォータに対して記録されます。

サーバーがCCAでQCTを送信しない場合は、クライアントで、ローカルに設定可能なデ
フォルト値を使用できます。

•組み合わせクォータ：Discrete-Time-Period（DTP）と Continuous-Time-Period（CTP）は、
時間クォータを消費するためのQuota-Consumption-Timeを拡張および一般化するメカニズ
ムを定義します。

• DTPと CTPはどちらも、使用されるクォータの時間エンベロープを作成するために
使用される「Base-Time-Interval」を使用します。

• DTPと CTPは、クォータを直線的に消費するのではなく、付与されたクォータを、
各 Base-Time-Intervalの開始時に、Base-Time-Intervalのチャンク単位で段階的に消費
します。

•このアルゴリズムのいずれかが、CCAのサーバーから送信された
「Time-Quota-Mechanism」AVPに基づいて選択されます。

•使用量のレポートは、クォータの付与中に CCAのサーバーによって送信される
Envelope-Reporting AVPによって制御することもできます。この AVPの値に基づい
て、使用量を、エンベロープごとの使用量またはその付与の通常の累積使用量として

報告できます。

• Discrete-Time-Period：Discrete-Time-Periodの長さは Base-Time-Intervalによって定義されま
す。そのため、各時間エンベロープは、1つのDiscrete-Time-Periodに正確に対応します。
そのため、トラフィックが検出されると、Base-Time-Intervalに等しいサイズのエンベロー
プが作成されます。トラフィックは時間エンベロープを通過できます。トラフィックが

Base-Time-Intervalを超えると、Base-Time-Intervalに等しい別の新しいエンベロープが作成
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されます。これは、使用されているクォータがクォータ付与を超えるか、そのクォータの

しきい値制限に達するまで続きます。

• Continuous-Time-Period：Continuous-Time-Periodメカニズムは、トラフィックを含まない
Base-Time-Intervalまでの（この Base-Time-Intervalを含む）時間エンベロープを、トラ
フィックが発生した連続した Base-Time-Intervalから構築します。そのため、前の
Base-Time-Intervalにトラフィックがあった場合、クォータ消費が時間エンベロープ内で継
続されます。エンベロープが閉じられた後のクォータ消費は、エンベロープが閉じられた

後の最初のトラフィックでのみ再開されます。CTPのエンベロープには、トラフィックを
含まない最後の Base-Time-Intervalが含まれます。

エンベロープのサイズは、パーキングメーターの場合のように一定ではありません。エン

ベロープの終わりは、過去に遡ることによってのみ判断できます。

• Quota-Holding-Time：サーバーは、Quota-Holding-TimeAVPを使用して、付与されたクォー
タに関連付けられるアイドルタイムアウトを指定できます。この時間にわたって、クォー

タに関連付けられたトラフィックが観測されない場合、クライアントはトラフィックが停

止したことを認識し、クォータがサーバーに返されます。クォータ消費が停止すると、ク

ライアントがクォータホールドタイマーを開始します。これは常にトラフィックの終了時

に発生します。つまり、タイマーは各パケットの終了時に再開されます。これは、付与さ

れた時間クォータと付与されたボリュームクォータに等しく適用されます。タイマーは、

CCRの送信時に停止され、CCAを受信すると、以前に使用された値または
Quota-Holding-Timeの新しい値（受信した場合）で再初期化されます。

または、この AVPが存在しない場合、クライアントのローカルに設定可能なデフォルト
値が使用されます。Quota-Holding-Timeの値がゼロの場合、このメカニズムは使用されま
せん。

• Quota-Validity-Time：サーバーは、クライアントへの問い合わせ中にオプションでクォー
タの有効時間を送信できます。Validity-TimeAVPは、MSCCレベルに存在し、そのカテゴ
リに存在するクォータ全体に等しく適用されます。クォータは有効時間の終了時に無効に

なり、CCR-Updateが、Used-Service-UnitsAVPおよびレポートの理由（VALIDITY_TIME）
とともにサーバーに送信されます。そのカテゴリに存在するクォータ全体が

Quota-Validity-Timeの有効期限時に無効になり、そのカテゴリのクォータを含むCCA-Update
を受信するまで、そのカテゴリのトラフィックが、設定に応じて渡されるかドロップされ

ます。

ゼロのValidity-Timeは無効です。Validity-Timeは相対的であり、絶対的ではありません。

Final-Reportingでは、「SN-Remaining-Service-Unit」AVPがエンコードされます。

「SN-Remaining-Service-Unit」AVPの動作は「Used-Service-Unit」AVPから継承されます。
この Final-Reportingは、現在組み込まれている Remaining-Service-Unit AVPにはありませ
ん。

ボリュームクォータ

サーバーは、サブスクライバにボリュームクォータを提供するために CC-Total-Octets AVPを
送信します。DCCAは現在、アップリンクパケットとダウンリンクパケットに等しく適用され

Gyインターフェイスのサポート
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る CC-Total-Octets AVPのみをサポートしています。アップリンクパケットとダウンリンクパ
ケットの合計が許容されているCC-Total-Octetsを超えると、クォータが使い果たされたと見な
されます。

CC-Input-Octetsと CC-Output-Octetsのいずれかまたは両方が指定されている場合、指定に応じ
て、クォータはCC-Input-OctetsとCC-Output-Octetsのいずれかまたは両方に対してカウントさ
れます。

CC-Input-Octetsと CC-Output-Octetsに基づく使用量の制限は、このリリースではサポートされ
ていません。

重要

ユニットクォータ

サーバーは、パケットをユニットとしてカウントするために使用されるCC-Service-Specific-Units
クォータを送信できます。パケットあたりのユニット数は、設定可能なオプションです。

クォータの付与

Gyの実装では、CC-Total-Octets AVPが存在するときは常に、アップリンクとダウンリンクの
両方にボリュームクォータが付与されていることが前提となっています。

Granted-Service-Unitにデータが含まれていない場合、Gyはこれを無効な CCAとして扱いま
す。

値がゼロの場合、クォータは付与されなかったと見なされます。

この AVPにデータのないサブ AVPが含まれている場合は、無限クォータと見なされます。

QHT、QCTなどのカテゴリに関連する追加パラメータは、有効なボリュームまたは時間の付
与を受信した後にカテゴリに設定されます。

サブスクライバに対してデフォルトクォータが設定されている場合、サブスクライバトラフィッ

クを受信すると、デフォルトクォータに対してカウントされます。デフォルトクォータは最初

の要求にのみ適用され、セッションの途中に再付与されることはありません。サブスクライバ

が切断されて再接続されると、最初の要求に対してデフォルトのクォータが再度適用されま

す。

クォータの要求

特定のカテゴリタイプのクォータは、CCRで Requested-Service-Unit AVPを使用して要求でき
ます。MSCCには、トラフィックのカテゴリに対応する Rating-Group AVPと、
Requested-Service-Unit (RSU) AVPがデータなしで入力されます。

Requested-Service-Unitには、具体的な時間または量の付与を要求するために使用されるCCAVP
を含めることができます。Gy CLIを使用して、カテゴリタイプのクォータを要求できます。

または、CCR- Iの特定のカテゴリに関してプリエンプティブにサーバーからクォータを要求す
ることもできます。サーバーがクレジット制御応答を介してプリエンプティブクォータを許可

すると、そのカテゴリのトラフィックがヒットした場合にのみクォータが使用されます。クォー

タは、CLIを使用して、クレジット制御サーバーからプリエンプティブに要求できます。

Gyインターフェイスのサポート
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MSCC AVPは、サーバーの再試行時に CCR-Iでスキップされます。対応するクォータの使用
状況は、次の CCR-U（USUおよび RSUを含むMSCC AVP）で報告されます。

クォータの報告

クォータは、次のようなさまざまな理由でサーバーに報告されます。

• Threshold
• QHTの期限切れ
•クォータ枯渇
•評価条件の変更
•強制再承認
•有効期間の期限切れ
•サーバーからのカテゴリインスタンスの終了中の最後

QHTおよび終了中の最後の場合を除き、上記では Requested-Service-Unit AVPが CCRに存在し
ます。

サーバーにクォータ報告の理由を知らせるために、報告理由が CCRに存在します。理由がす
べてのクォータに適用されるか、単一のクォータに適用されるかに応じて、Reporting-Reason
AVPがMSCCレベルまたは Used Service Unit（USU）レベルのいずれかに配置されます。

これらの条件のいずれかが満たされると、Reporting-Reasonで使用状況を報告する理由、およ
びトリガーの適切な値（場合に応じて）を示すMultiple-Services-Credit-ControlAVPを含むCCR
更新がサーバーに送信されます。しきい値に達した場合でも、DCCAは引き続き、しきい値で
定義されたクォータ量を使用できます。

その他すべての報告理由については、クライアントは残りのクォータを破棄し、このカテゴリ

に一致する以降のユーザートラフィックを破棄するか、ユーザートラフィックの通過を許可す

るか、設定に従ってトラフィックをバッファします。

Reporting-Reasonがレーティング条件の変更である場合、Gyでは、CCRの一部として Trigger
Type AVPを配置し、報告および再承認要求の原因となったトリガーイベントを示す必要があ
ります。

エンドユーザーサービス拒否の Reporting-Reasonは、カテゴリがクレジット管理サーバーに
よってブラックリストに登録されている場合に発生します。この場合、値がゼロの場合でも、

使用されているサービスユニットとともに CCR-Uが送信されます。その特定のカテゴリにつ
いてサーバーからさらにクォータを受信すると、ブラックリストの登録は削除されます。

サブスクライバに対してデフォルトクォータが設定されている場合、料金設定グループ、また

は料金設定グループとサービス IDの組み合わせに対して、サブスクライバに対して受信した
最初の GSUからデフォルトクォータの通信量が差し引かれます。

デフォルトクォータ処理

•デフォルトクォータが0に設定されている場合、データは渡されたり報告されたりしませ
ん。

•デフォルトクォータが設定されており、OCSがクォータで応答する前にデフォルトクォー
タが使い果たされない限り、トラフィックは通過します。初期デフォルトクォータが使用
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されると、割り当てられている初期クォータに照らしてカウントされます。割りてられて

いるクォータが実際の使用量よりも少ない場合、実際の使用量が報告され、追加のクォー

タが要求されます。追加のクォータを使用できない場合、トラフィックは拒否されます。

• OCSが応答でクォータを拒否する前にデフォルトクォータが使い果たされていない場合、
OCS応答後にゲートウェイでトラフィックがブロックされます。この場合でも、ゲート
ウェイはデフォルトクォータの使用状況をCCR-U（FINAL）またはCCR-Tで報告します。

• OCSが応答する前にデフォルトクォータが使い果たされ、OCSのデッド状態が宣言され
ていない場合（上記の使用例 1の定義を参照）、OCSが応答するまでトラフィックはブ
ロックされます。

しきい値（Thresholds）

Gyクライアントは、次のしきい値タイプをサポートしています。

• Volume-Quota-Threshold
• Time-Quota-Threshold
• Units-Quota-Threshold

しきい値は常に、特定のクォータおよび特定のクォータタイプに関連付けられます。

Multiple-Services-Credit-Control AVPでは、Time-Quota-Threshold、Volume-Quota-Threshold、お
よび Unit-Quota-Thresholdは、オプションの AVPです。

これらは符号なしの数値で表され、時間クォータの単位は秒、ボリュームクォータの単位はオ

クテット、サービス固有クォータの単位はユニットです。クォータがしきい値に達すると、

サーバーに対する追加のクォータの要求がトリガーされます。ユーザートラフィックのフロー

は、引き続き許可されます。ユーザーに有効なクォータがまだあるため、トラフィックの中断

は発生しません。

Gyは、CCR-Uを、1つ以上の User-Service-Unit AVPで報告された使用状況、THRESHOLDに
設定された Reporting-Reason、およびデータのない Requested-Service-Unit AVPを含む
Multiple-Services-Credit-Control AVPとともに送信します。

複数のタイプのクォータがカテゴリに割り当てられており、それぞれに独自のしきい値が設定

されている場合、いずれかのユニットタイプがそのしきい値に達すると、他のユニットタイプ

が消費されていなくても、しきい値に達したと見なされます。

ボリュームクォータを報告する場合、DCCAは常に、CC-Input-Octets AVPと CC-Output-Octets
AVPをそれぞれ使用して、アップリンクとダウンリンクを別々に報告します。

Gyは、CCAで追加のクォータを受け取ると、CCRの送信以降にまだ消費されていないクォー
タを破棄します。そのため、現在消費可能なクォータの量は、新たに受け取った量から、CCR
を最後に送信してから消費された可能性があるクォータを差し引いたものになります。

クォータの再承認の条件

クォータは、次のシナリオでサーバーから再承認/再要求されます。

•しきい値に達した

•クォータが枯渇した

Gyインターフェイスのサポート
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•有効期間の期限切れ

•評価条件が変更された：

•セル IDの変更：GGSNと P-GWの導入にのみ適用されます。

• LACの変更：GGSNおよび P-GWの導入にのみ適用されます。

• QoSの変更

• RATの変更

• SGSN/サービングノードの変更：GGSNおよび P-GWの導入にのみ適用されます。

トラフィックフローの破棄、許可、バッファリング

Gyがサーバーからの CCAを待機している場合、その特定のタイプのトラフィックがGyで発
生する可能性があります。パケットに対して実行する必要がある動作は、設定によって決まり

ます。設定に基づいて、トラフィックの通過が許可されるか、サーバーからの CCAを待機し
ている間に破棄またはバッファリングされます。

この動作は、次の場合にクライアントからサーバーへのすべての問い合わせに適用されます。

•その特定のカテゴリのクォータがない

•そのカテゴリの有効性タイマーが期限切れ

•そのカテゴリのクォータを使い果たした

•サーバーからの強制再承認

ユーザートラフィックの許可や破棄に加えて、クォータが使い果たされた場合や、トラフィッ

クをバッファするクォータがない場合に使用できるオプションがあります。これは通常、サー

バーが追加のクォータを要求したが、有効なクォータ応答がサーバーから受信されなかった場

合に発生します。この場合、ユーザートラフィックはバッファに格納され、サーバーから有効

なクォータ応答を受信すると、バッファリングされたトラフィックのパススルーが許可されま

す。

時間クォータの消費手順

• QCTがゼロ：QCTが非アクティブ化された場合、消費は実時間ベースです。パケットフ
ローがない場合でも、消費は継続します。

• QCTがアクティブ：QCTがCCAにある、またはセッションに対してローカルに設定され
ている場合、クォータの消費は最初のパケットの到着時にのみ開始されます。クォータ

は、最後のパケットの到着に QCTの時間を加えた時間まで通常どおり消費され、次のパ
ケットの到着までは消費がパスされます。

問い合わせの途中に QCT値が変更された場合、新しい QCTは CCAの受信時から有効に
なります。たとえば、QCTが CCAで非アクティブ化された場合、パケットフローがなく
てもクォータの消費は通常どおり再開します。または、QCTが非アクティブからアクティ
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ブ化された場合、クォータの消費は、CCA後の最初のパケット受信後のみに再開されま
す。

• QHTがゼロ：QHTが非アクティブ化された場合、それ以上の使用がない（ボリューム
クォータについて、かつ時間クォータの QCTを使用）場合において、ユーザーはクォー
タを無期限に保持します。QHTは CCAと次の CCRの間でアクティブになります。

• QHTがゼロでない：QHTがCCAにある、またはセッションに対してローカルに設定され
ている場合、QHTのアイドル時間の後に、CCR-Updateの送信とクォータ使用状況の報告
により、クォータがサーバーに返されます。CCR-Uを受信しても、サーバーはクォータ
を付与しません。QHTタイマーは、CCRの送信時に停止し、QHTが CCAにある場合に
のみ再開されます。

QHTタイマーは、パケットが到着するたびにリセットされます。

エンベロープレポート

サーバーは、標準のクォータ管理に加えて、特定のアクティビティの開始時刻と終了時刻を示

す付加的な詳細レポートが必要であると判断する場合があります。サーバーは、適切な値の

Envelope-Reporting AVPを使用して CCAを送信することでこのレポートを制御します。DCCA
クライアントは、コマンドを受信すると、Quota-Consumption-TimeAVPによって制御される一
定の期間トラフィックをモニターし、トラフィックが存在していた各Quota-Consumption-Time
の期限について、各期間を単一のエンベロープとしてレポートします。サーバーは、時間のみ

または時間とボリュームについて、エンベロープレポートを要求する可能性があります。クォー

タについてのサーバーへのレポートは、Envelope-Start-TimeとEnvelope-End-Time、および使用
情報を使用して、Envelope AVPにより制御されます。

クレジット制御要求

クレジット制御要求（CCR）は、クォータと承認を要求するためにクライアントからサーバー
に送信されるメッセージです。CCRは、MIPセッション確立前とMIPセッション終了時に送
信されます。より多くのクォータを要求するためにサービス提供中に送信できます。

•クレジット制御要求 -初期（CCR-I）

•クレジット制御要求 -更新（CCR-U）

•クレジット制御要求 -終了（CCR-T）

•クレジット制御応答（CCA）

•クレジット制御応答 -初期（CCA-I）

•クレジット制御応答 -更新（CCA-U）

MSCC AVPが CCA-Uに含まれていない場合は、無効な CCAとして扱われ、セッション
は終了します。

•クレジット制御応答 -終了（CCA-T）
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保留中の更新があるときにコールがクリアされた場合、ゲートウェイは、CCA-Uの着信また
はタイムアウトの発生（どちらか早い方）を待ちます。

ICSRスイッチオーバー中の監査の失敗によりコールが終了した場合、DCCAは、Gyインター
フェイスを介した CCR-Tの生成を許可します。

次の図は、GGSN/P-GW/IPSG Gy実装における単純なコール要求のコールフローを示していま
す。

図 3 : GGSN/P-GW/IPSGの単純なコール要求の Gyコールフロー
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次の図は、HA Gy実装における単純なコール要求のコールフローを示しています。

図 4 : HAの単純なコール要求の Gyコールフロー

Txタイマーの有効期限切れの動作

タイマーは、CCRがシステムから送信されるたびに開始され、応答は Tx時間内に到着する必
要があります。タイムアウト値は、Diameterクレジット制御コンフィギュレーションモードで
設定できます。

Tx期間内に特定のCCRについてDiameterサーバーからの応答がなく、代替サーバーが設定さ
れている場合は、「Twタイマーの有効期限切れの動作」で説明されているように、Twの有効
期限が切れた後に CCRが代替サーバーに送信されます。

また、これは、以前の要求の Credit-Control-Session-Failover AVP値にも依存します。この AVP
が存在し、FAILOVER_SUPPORTEDにコード化されている場合は、クレジット制御メッセー
ジストリームがセカンダリサーバーに移動されます（セカンダリサーバーが設定されている場

合）。AVP値が FAILOVER_NOT SUPPORTEDである場合は、セカンダリサーバーが設定され
ていても、コールは、失敗するとドロップされます。

CCR-Uが Gyインターフェイスを介して送信されると、コンテナは、CCA-Uを正常に受信し
た後にのみキャッシュされます。Rfトリガーは、CCA-Uメッセージを受信した後にのみ送信
されます。
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リダイレクト

Final-Unit-Indication AVPでは、Final-Unit-Actionが REDIRECTの場合や Redirect-Server AVPが
コマンドレベルで存在する場合、リダイレクトが実行されます。

リダイレクトは、指定されたカテゴリのクォータ消費の最後に行われます。Gyは RSUや
Rating-Group AVPなしで CCR更新を送信するため、サーバーはこれ以上のクォータを割り当
てません。

Final-Unit-ActionAVPがRESTRICT_ACCESSの場合は、Restriction-Filter-RuleAVPまたはFilter-Id
AVPの設定に従います。Gyは、使用されたクォータを付けてCCR更新をサーバーに送信しま
す。

トリガー

Diameterサーバーは、クライアントが特定のカテゴリを再承認する必要があるトリガーを提供
できます。トリガーはローカルでも設定できますが、サーバーからのCCAに存在するトリガー
がすべて優先されます。

このリリースでは、Gyトリガーは HAではサポートされません。重要

サポートされているトリガータイプは次のとおりです。

• SGSN/サービングノードの変更

• QoSの変更 -任意

• RATの変更

• LACの変更

• CellIDの変更

トリガータイプで説明されている何らかのイベントが発生すると、クライアントはサーバーと

の間でクォータの再承認を行います。レポートの理由はRATING_CONDITION_CHANGEに設
定されます。

タリフ時間の変更

サーバーが料金変更メカニズムを適用する必要があることを示した場合は常に、料金変更の時

点でアクティブ状態の各カテゴリインスタンスに料金変更メカニズムが適用されます。

デュアルクーポンの概念がサポートされています。このとき、サーバーはタリフ時間の変更を

伴う2つのクォータを付与します。この場合、最初に付与されたサービスユニットが料金変更
時間まで使用され、料金変更時間に達すると、その時点までの使用量が報告されます。追加の

使用量は累積されず、2番目に付与されたサービスユニットが使用されます。

サーバーが、自身が付与したクォータの有効時間内にタリフ変更が発生すると予想している場

合、CCAに Tariff-Time-Change AVPを含めます。DCCAは使用量を報告しますが、2つの
Used-Service-Unit AVPを使用することで変更時間をまたぎます。1つは Turiff-Change-Usageが
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UNIT_BEFORE_TARIF_CHANGEに設定され、もう 1つは Tariff-Change-Usageが
UNIT_AFTER_TARFF_CHANGEに設定されます。これはアプリケーションで使用されるユニッ
トのタイプとは無関係です。使用量と時間クォータの両方がこの方法で報告されます。

タリフ時間の変更機能も同様に、Validity-Time AVPを使用して実行されます。Validity-Timeは
Tariff Time Changeに設定され、クライアントが Validity-Timeの失効時にクォータを再承認し
て取得します。これでは特定の時間にサーバーに対して数多くの再承認要求がトリガーされて

しまうため、推奨されません。

クライアントへの応答メッセージの Tariff-Time-Usage AVPとTariff-Time-Change AVPは、
Multiple-Services-Credit-Controlで定義されたクォータがタリフ時間の変更前または後に使用さ
れることを示します。2つの個別のクォータの 1つは Tariff-Time-Changeの前、もう 1つは
Tariff-Time-Changeの後に割り当てられます。これにより、通信事業者はユーザーに対して期
間ごとに異なるクォータを割り当てることができます。この場合、DCCAは更新メッセージ内
の使用前と使用後のカウントをサーバーに送信してはいけません。応答メッセージに

Tariff-Time-Usage AVPがなく Tariff-Time-Change AVPが存在する場合、クォータは単一クォー
タメカニズムとして使用されます。クライアントは更新での使用前と使用後のクォータをサー

バーに送信する必要があります。

このリリースでは、Gyは UNIT_INDETERMINATE値をサポートしていません。重要

StarOS21.20.22リリースでは、Tariff-Time-ChangeAVPのサポートが強化され、Tariff-Time-Change
AVPが料金設定グループの Gyから受信された場合に、高速パスの継続的なトラフィックフ
ローとユーザーのトラフィックレートが維持されるようになりました。

最終ユニット通知

Final-Unit-Indication AVPは、特定のクォータがサーバーからの最終クォータであり、AVPで
指定された対応するアクションを実行する必要があることを示すために、サーバーからのCCA
に存在する場合があります。

コマンドレベルでの最終ユニット通知

現在、Gyはコマンドレベルで FUI AVPをサポートしていません。この AVPがコマンドレベ
ルで存在する場合は無視されます。FUIAVPがコマンドレベルで存在し、Final-Unit-ActionAVP
が TERMINATEに設定されている場合、Gyは USU AVP内のすべてのクォータを使用して、
クォータの期限切れ時に CCR-Terminateを送信します。

コマンドレベルの FUI AVPは、終了アクションでのみサポートされています。重要

MSCCレベルでの最終ユニット通知

Final-Unit-Indication AVPがMSCCレベルで存在し、Final-Unit-Action AVPが TERMINATEに
設定されている場合、割り当てられたクォータの期限切れ時に CCR更新が送信され、終了し
たカテゴリの使用状況がレポートされます。

Gyインターフェイスのサポート
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リダイレクションケースの詳細については、「リダイレクト（17ページ）」を参照してくだ
さい。

クレジット制御障害の処理（CCFH）

CCFHAVPは、クライアントとサーバー間に任意のタイプの障害が発生した場合に何を行う必
要があるかを定義します。CCFH機能は設定で定義できますが、CCFH AVPが CCAに存在す
る場合は、それが優先されます。CCFHAVPは、さまざまな障害処理を柔軟に実施できます。

Gyは、次の障害処理オプションをサポートしています。

• TERMINATE
• CONTINUE
• RETRY AND TERMINATE

フェールオーバーがサポートされている CCFH

セカンダリサーバーが設定されていて、CC-Session-Failover AVPが FAILOVER_SUPPORTED
に設定されている場合は、次の動作が行われます。

•終了：CCR-Iでいずれかの Txが期限切れになると、メッセージが破棄され、セッション
が切断されます。CCR-UpdateおよびTerminateの場合、応答タイムアウト後にメッセージ
がセカンダリサーバーに送信され、セッションがセカンダリサーバーで続行されます。セ

カンダリサーバーにも障害が発生した場合、セッションは切断されます。

•続行：いずれかの Txが期限切れになると、応答タイムアウト後にメッセージがセカンダ
リサーバーに送信され、セッションがセカンダリサーバーで続行されます。セカンダリ

サーバーでも障害が発生した場合、セッションは確立されたままですが、クォータ管理は

行われません。

•再試行と終了：いずれかの Txが期限切れになると、応答タイムアウト後にメッセージが
セカンダリサーバーに送信されます。セカンダリサーバーにも障害が発生した場合、セッ

ションは切断されます。

フェールオーバーがサポートされていない CCFH

セカンダリサーバーが設定されていて、CC-Session-FailoverAVPがFAILOVER_NOT_SUPPORTED
に設定されている場合は、次に示すように以下の動作が行われます。システムにセカンダリ

サーバーが設定されていない場合も同様です。

•終了：いずれかの Txの期限切れ時に、セッションは停止します。

•続行：いずれかの Txの有効期限が切れてもセッションは確立されたままですが、クォー
タ管理は行われません。

•再試行と終了：いずれかの Txの期限が切れると、セッションは停止します。

フェールオーバーのサポート

CC-Session-Failover AVPおよび Credit-Control-Failure-Handling（CCFH）AVPは、CCA-Iの CC
サーバーによって返される場合があり、フェールオーバー手順を管理するためにDCCAによっ
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て使用されます。これらがCCAに存在する場合、システムにローカルで設定されているデフォ
ルト値を上書きします。

CC-Session-Failoverが FAILOVER_NOT_SUPPORTEDに設定されている場合、CCセッション
は Diameter代替サーバーに移動されません。

CC-Session-Failoverの値が FAILOVER_SUPPORTEDに設定されている場合、Gyは要求が失敗
したと見なすと、CCセッションを代替サーバーに移動しようとします。次に例を示します。

•結果コード「DIAMETER_UNABLE_TO_DELIVER」、「DIAMETER_TOO_BUSY」、また
は「DIAMETER_LOOP_DETECTED」を受信した場合。

•要求タイムアウトの有効期限が切れたとき。

•サーバーがクライアントに直接接続されている場合に、DWAを受信せずに Twが期限切
れになったとき。

CCFHは障害時のクライアントの動作を決定します。Txタイマーが期限切れになると、CCFH
値に基づいて次のアクションが実行されます。

• CONTINUE：中断（遅延応答）に関係なく、関連するカテゴリのMIPセッションとユー
ザートラフィックの続行を許可します。他のカテゴリのクォータ管理は影響を受けないこ

とに注意してください。

• TERMINATE：MIPセッションを終了します。これは、すべてのカテゴリに影響を及ぼし
ます。

• RETRY_AND_TERMINATE：中断（遅延応答）に関係なく、関連するカテゴリのMIPセッ
ションとユーザートラフィックの続行を許可します。クライアントは送信失敗の状態を確

認すると、CCRの送信を再試行します。これも失敗すると、MIPセッションは終了しま
す。

フェールオーバーアクションが試行された後も、引き続き送信失敗や一時的なエラーが発生す

る場合は、CCFHアクションに応じて、次のアクションが実行されます。

• CONTINUE：MIPセッションの続行を許可します。

• TERMINATE：MIPセッションを終了します。

• RETRY_AND_TERMINATE：MIPセッションを終了します。

リカバリメカニズム

DCCAは、セッションマネージャに障害が発生した場合にデータを大量に失うことなくセッ
ションを回復するために使用されるリカバリメカニズムをサポートしています。定期的な間隔

で、また更新などの重要なイベントの発生時に、Gyデータが継続的にチェックされます。
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DCCAは、ICSRチェックポイントおよびリカバリに関して最大 3つのベアラー（デフォルト
を含む）をサポートします。DCCAで 4つ以上のベアラーが設定されている場合は、すべての
ベアラーについて、チェックポイントがアクティブからスタンバイへと発生します。ただし、

リカバリ時には、最初の3つのベアラーだけが回復され、残りは、リソースを消費するメモリ
に残ります。

重要

リカバリメカニズムの詳細については、『System Administration Guide』を参照してください。

エラーメカニズム

サポートされているエラーメカニズムは以下のとおりです。

サポートされていない AVP

「M」ビットが設定されたサーバーからのサポートされていないすべての AVPは無視されま
す。

サーバーからの応答が無効

サーバーからの応答が無効な場合、CCFHの設定によって Gyアクションが決まります。

• continueの場合、MIPセッションコンテキストは Gyによってさらに制御されることなく
続行されます。

• terminateおよび retry-and-terminateの場合、MIPセッションは終了し、CCR-Tが Diameter
サーバーに送信されます。

結果コードの動作

• DIAMETER_RATING_FAILED：このコードを受信すると、Gyは、そのカテゴリのすべて
のトラフィックを破棄し、サーバーからのクォータを要求しなくなります。このコードは

MSCCレベルでサポートされており、コマンドレベルではサポートされていません。

• DIAMETER_END_USER_SERVICE_DENIED：このコードを受信すると、Gyは該当するカ
テゴリを一時的にブラックリストに登録し、以降のトラフィックではサーバーからの新し

いクォータが要求されます。このコードはMSCCレベルでサポートされており、コマン
ドレベルではサポートされていません。

• DIAMETER_CREDIT_LIMIT_REACHED：このコードを受信すると、Gyは、該当するカテ
ゴリのすべてのトラフィックを破棄し、設定された時間待機します。その後、同じカテゴ

リのトラフィックが発生した場合は、サーバーからのクォータを要求します。このコード

はMSCCレベルでサポートされており、コマンドレベルではサポートされていません。

• DIAMETER_CREDIT_CONTROL_NOT_APPLICABLE：このコードを受信すると、Gyは
セッションの確立を許可しますが、クォータ管理は行われません。このコードは、コマン

ドレベルでのみサポートされており、MSCCレベルではサポートされていません。
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• DIAMETER_USER_UNKNOWN：このコードを受信すると、DCCAはクレジット制御セッ
ションの確立を許可せず、セッションは終了します。この結果コードは、コマンドレベル

でのみサポートされており、MSCCレベルではサポートされません。

他のすべての持続的/一時的な障害の場合、Gyアクションは CCFHの設定によって異なりま
す。

サポートされる AVP

Gy機能では、次の AVPがサポートされています。

• RFC 4006で規定されている、サポートされている Diameterクレジット制御 AVP

• CC-Input-Octets（AVPコード：412）：

Gyは、この AVPを USUでのみサポートしています。

• CC-Output-Octets（AVPコード：414）：

Gyは、この AVPを USUでのみサポートしています。

• CC-Request-Number（AVPコード：415）

• CC-Request-Type（AVPコード：416）：

Gyは現在、EVENT_REQUEST値をサポートしていません。

• CC-Service-Specific-Units（AVPコード：417）

• CC-Session-Failover（AVPコード：418）

• CC-Time（AVPコード：420）：

Gyは、RSUではこの AVPをサポートしていません。

• CC-Total-Octets（AVPコード：421）：

Gyは、RSUではこの AVPをサポートしていません。

• Credit-Control-Failure-Handling（AVPコード：427）

• Final-Unit-Action（AVPコード：449）：

Multiple Services-Credit-Controlに分類された AVPレベルでサポートされます。コマン
ドレベルではサポートされません。

• Last-Unit-Indication（AVPコード：430）：

Multiple-Services-Credit-Controlに分類されたAVPレベルでは完全にサポートされ、コ
マンドレベルでは部分的に（TERMINATE）サポートされます。

• Granted-Service-Unit（AVPコード：431）

• Multiple-Services-Credit-Control（AVPコード：456）

• Multiple-Services-Indicator（AVPコード：455）
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• Rating-Group（AVPコード：432）

• Redirect-Address-Type（AVPコード：433）：

Gyは現在、URL（2）の値のみをサポートしています。

• Redirect-Server（AVPコード：434）

• Redirect-Server-Address（AVPコード：435）

• Requested-Service-Unit（AVPコード：437）

• Result-Code（AVPコード：268）

• Service-Context-Id（AVPコード：461）

• Service-Identifier（AVPコード：439）

• Subscription-Id（AVPコード：443）

• Subscription-Id-Data（AVPコード：444）

• Subscription-Id-Type（AVP Code：450）

• Talf-Change-Usage（AVPコード：452）：

Gyは UNIT_INDETERMINATE（2）値をサポートしていません。

• Talf-Time-Change（AVPコード：451）

• Used-Service-Unit（AVPコード：446）：

Gyは、すべての AVPについて、最後の CCA-Uからの増分カウントのみを送信しま
す。

• User-Equipment-Info（AVPコード：458）

• User-Equipment-Info-Type（AVPコード：459）：

Gyは現在、IMEISV値のみをサポートしています。

Cisco GGSNと P-GWは、デフォルトで IMEISVをサポートしています。

• User-Equipment-Info-Value（AVPコード：460）

• Validity-Time（AVPコード：448）

• 3GPP TS 32.299で規定されている、サポートされている 3GPP固有の AVP

• 3GPP-Charging-Characteristics（AVPコード：13）

• 3GPP-Charging-Id（AVPコード：2）

• 3GPP-GGSN-MCC-MNC（AVPコード：9）

• 3GPP-GPRS-QoS-Negotiated-Profile（AVPコード：5）

• 3GPP-IMSI-MCC-MNC（AVPコード：8）
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• 3GPP-NSAPI（AVPコード：10）

• 3GPP-PDP-Type（AVPコード：3）

• 3GPP-RAT-Type（AVPコード：21）

• 3GPP-Selection-Mode（AVPコード：12）

• 3GPP-Session-Stop-Indicator（AVPコード：11）

• 3GPP-SGSN-MCC-MNC（AVPコード：18）

• 3GPP-User-Location-Info（AVPコード：22）

• Base-Time-Interval（AVPコード：1265）

• Charging-Rule-Base-Name（AVPコード：1004）

• Envelope（AVPコード：1266）

• Envelope-End-Time（AVPコード：1267）

• Envelope-Reporting（AVPコード：1268）

• Envelope-Start-Time（AVPコード：1269）

• GGSN-Address（AVPコード：847）

• Offline-Charging（AVPコード：1278）

• PDP-Address（AVPコード：1227）

• PDP-Context-Type（AVPコード：1247）

この AVPは CCR-Iにのみ存在します。

• PS-Information（AVPコード：874）

• Quota-Consumption-Time（AVPコード：881）：

このオプション AVPは、CCAにのみ存在します。

• Quota-Holding-Time（AVPコード：871）：

このオプション AVPは、CCAコマンドにのみ存在します。これは、
Multiple-Services-Credit-ControlAVPに含まれています。これは、付与された時間クォー
タと付与されたボリュームクォータに等しく適用されます。

• Reporting-Reason（AVPコード：872）：

Gyは現在、POOL_EXHAUSTED（8）値をサポートしていません。現在サポートされ
ていないクレジットプーリングの場合に使用されます。

• Service-Information（AVPコード：873）：

PS情報のみサポートされています。

• SGSN-Address（AVPコード：1228）
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• Time-Quota-Mechanism（AVPコード：1270）：

Gyサーバーは、時間クォータを付与するときに、この AVPを
Multiple-Services-Credit-Control AVPに含めることができます。

• Time-Quota-Threshold（AVPコード：868）

• Time-Quota-Type（AVPコード：1271）

• Triger（AVPコード：1264）

• Trigger-Type（AVPコード：870）

• Unit-Quota-Threshold（AVPコード：1226）

• Volume-Quota-Threshold（AVPコード：869）

• 3GPP TS 32.299 V8.1.0で規定されている、サポートされている Diameter AVP

• Auth-Application-Id（AVPコード：258）

• Destination-Host（AVPコード：293）

• Destination-Realm（AVPコード：283）

• Disconnect-Cause（AVPコード：273）

• Error-Message（AVPコード：281）

• Event-Timestamp（AVPコード：55）

• Failed-AVP（AVPコード：279）

• Multiple-Services-Credit-Control（AVPコード：456）

• Origin-Host（AVPコード：264）

• Origin-Realm（AVPコード：296）

• Origin-State-Id（AVPコード：278）

• Redirect-Host（AVPコード：292）

• Redirect-Host-Usage（AVPコード：261）

• Redirect-Max-Cache-Time（AVPコード：262）

• Rating-Group（AVPコード：432）

• Result-Code（AVPコード：268）

• Route-Record（AVPコード：282）

• Session-Id（AVPコード：263）

• Service-Context-Id（AVPコード：461）
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• Service-Identifier（AVPコード：439）

• Supported-Vendor-Id（AVPコード：265）

• Termination-Cause（AVPコード：295）

• Used-Service-Unit（AVPコード：446）

• User-Name（AVPコード：1）

サポートされていない AVP

この項では、サポートされていない AVPを示します。

• RFC 4006で指定されている、サポート対象外のクレジット制御 AVP：

• CC-Correlation-Id

• CC-Money

• CC-Sub-Session-Id

• CC-Unit-Type（AVPコード：454）

• Check-Balance-Result

• Cost-Information（AVPコード：423）

• Cost-Unit（AVPコード：445）

• Credit-Control

• Currency-Code（AVPコード：425）

• Direct-Debiting-Failure-Handling（AVPコード：428）

• Exponent（AVPコード：429）

• G-S-U-Pool-Identifier（AVPコード：453）

• G-S-U-Pool-Reference（AVPコード：457）

• Requested-Action（AVPコード：436）

• Service-Parameter-Info（AVPコード：440）

• Service-Parameter-Type（AVPコード：441）

• Service-Parameter-Value（AVPコード：442）

• Unit-Value（AVPコード：424）

• Value-Digits（AVPコード：447）

• 3GPP TS 32.299 V8.1.0で指定されている、サポート対象外の Diameter AVP：

• Acct-Application-Id（AVPコード：259）
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• Error-Reporting-Host（AVPコード：294）

• Experimental-Result（AVPコード：297）

• Experimental-Result-Code（AVPコード：298）

• Proxy-Host

• Proxy-Info

• Proxy-State

• 3GPP TS 32.299 V8.1.0で指定されている、サポート対象外の 3GPP固有 AVP：

• 3GPP-CAMEL-Charging-Info（AVPコード：24）
• 3GPP-MS-TimeZone（AVPコード：23）
• 3GPP-PDSN-MCC-MNC
• Authorised-QoS
• Access-Network-Information
• Adaptations
• Additional-Content-Information
• Additional-Type-Information
• Address-Data
• Address-Domain
• Addressee-Type
• Address-Type
• AF-Correlation-Information
• Alternate-Charged-Party-Address
• Application-provided-Called-Party-Address
• Application-Server
• Application-Server-Information
• Applic-ID
• Associated-URI
• Aux-Applic-Info
• Bearer-Service
• Called-Asserted-Identity
• Called-Party-Address
• Calling-Party-Address
• Cause-Code
• Charged-Party
• Class-Identifier
• Content-Class
• Content-Disposition
• Content-Length
• Content-Size
• Content-Type
• Data-Coding-Scheme
• Deferred-Location-Event-Type
• Delivery-Report-Requested
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• Destination-Interface
• Domain-Name
• DRM-Content
• Early-Media-Description
•イベント
• Event-Type
• Expires
• File-Repair-Supported
• IM-Information
• IMS-Charging-Identifier（ICID）
• IMS-Communication-Service-Identifier
• IMS-Information
• Incoming-Trunk-Group-ID
• Interface-Id
• Interface-Port
• Interface-Text
• Interface-Type
• Inter-Operator-Identifier
• LCS-APN
• LCS-Client-Dialed-By-MS
• LCS-Client-External-ID
• LCS-Client-ID
• LCS-Client-Name
• LCS-Client-Type
• LCS-Data-Coding-Scheme
• LCS-Format-Indicator
• LCS-Information
• LCS-Name-String
• LCS-Requestor-ID
• LCS-Requestor-ID-String
• Location-Estimate
• Location-Estimate-Type
• Location-Type
• Low-Balance-Indication
• MBMS-Information
• MBMS-User-Service-Type
• Media-Initiator-Flag
• Media-Initiator-Party
• Message-Body
• Message-Class
•メッセージ ID
•メッセージサイズ（Message-Size）
• Message-Type
• MMBox-Storage-Requested
• MM-Content-Type
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• MMS-Information
• Node-Functionality
• Number-Of-Participants
• Number-Of-Received-Talk-Bursts
• Number-Of-Talk-Bursts
• Originating-IOI
• Originator
• Originator-Address
• Originator-Interface
• Originator-SCCP-Address
• Outgoing-Trunk-Group-ID
• Participant-Access-Priority
• Participants-Group
• Participants-Involved
• PDG-Address
• PDG-Charging-Id
• PoC-Change-Condition
• PoC-Change-Time
• PoC-Controlling-Address
• PoC-Group-Name
• PoC-Information
• PoC-Server-Role
• PoC-Session-Id
• PoC-Session-Initialtion-Type
• PoC-Session-Type
• PoC-User-Role
• PoC-User-Role-IDs
• PoC-User-Role-info-Units
• Positioning-Data
•優先順位
• PS-Append-Free-Format-Data（AVPコード：867）：

PCEF/GWは、オンライン課金セッションに対してPSフリー形式のデータが保存され
ていない場合、この AVPを無視します。

• PS-Free-Format-Data（AVPコード：866）

• PS-Furnish-Charging-Information（AVPコード：865）

• RAI（AVPコード：909）

• Read-Reply-Report-Requested
• Received-Talk-Burst-Time
• Received-Talk-Burst-Volume
• Recipient-Address
• Recipient-SCCP-Address
• Refund-Information
• Remaining-Balance
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• Reply-Applic-ID
• Reply-Path-Requested
• Requested-Party-Address
• Role-of-node
• SDP-Answer-Timestamp
• SDP-Media-Component
• SDP-Media-Description
• SDP-Media-Name
• SDP-Offer-Timestamp
• SDP-Session-Description
• SDP-TimeStamp
• Served-Party-IP-Address
• Service-Generic-Information
• Service-ID
• Service-Specific-Data
• Service-Specific-Info
• Service-Specific-Type
• SIP-Method
• SIP-Request-Timestamp
• SIP-Response-Timestamp
• SM-Discharge-Time
• SM-Message-Type
• SM-Protocol-Id
• SMSC-Address
• SMS-Information
• SMS-Node
• SM-Status
• SM-User-Data-Header
• Submission-Time
• Talk-Burst-Exchange
• Talk-Burst-Time
• Talk-Burst-Volume
• Terminating-IOI
• Time-Stamps
• Token-Text
• Trunk-Group-ID
• Type-Number
• User-Participating-Type
• User-Session-ID
• WAG-Address
• WAG-PLMN-Id
• WLAN-Information
• WLAN-Radio-Container
• WLAN-Session-Id
• WLAN-Technology
• WLAN-UE-Local-IPAddress
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PLMNおよびタイムゾーンレポート
オンライン課金を実装すると、OCSがPCEFに対してロケーション固有のサブスクライバ情報
レポートを要求する場合があります。特定のサブスクライバタイプの場合は、サブスクライバ

がロケーション、タイムゾーン、サービスネットワークを変更すると、PLMN、タイムゾー
ン、URIなどのサブスクライバ情報が Gyインターフェイスを介して送信されるため、正確な
オンライン課金サービスを提供できます。このような情報は、時間および使用量ベースのレ

ポートとは別に報告できます。

PLMNおよびタイムゾーンレポート機能が有効になっており、次の条件が満たされている場
合、Gxからのトリガーに基づくロケーションイベントレポートがサポートされます。

•クレジット制御が有効になっているルールベースに課金アクションがないため、または
Gyセッションの開始が遅延したため、セッションベースの Gyが開始されません。

• PLMNおよびタイムゾーンレポート機能は、クレジット制御グループ内で有効になるか、
Gxから受信したトリガーの使用によって有効になります。

セッションベースのGyの開始に失敗した場合、または設定やネットワークの問題が原因でセッ
ションがオフラインになった場合、イベントベースの Gyセッションは開始されません。

障害処理はイベントベースの Gyではサポートされないことに注意してください。重要

イベントベースの Gyでは、複数のイベントを個別かつ同時に報告できますが、これは現在サ
ポートされていません。以前に報告されたイベントのCCA-Event（CCA-E）の待機中にイベン
トが発生した場合、新しいイベントはキューに送られ、CCA-Eを受信した場合かメッセージが
タイムアウトになった場合にのみ報告されます。

PLMNおよびタイムゾーンレポート機能を有効にするために、PCRFは CCAのコマンドレベ
ルで Trigger AVP（Trigger Type 1、Trigger Type 2）を送信します。

イベントベースの Gyセッションは、次のシナリオで終了します。

•ベアラー/サブスクライバの終了（サブスクライバレベル Gy）。
•セッションベースの Gyセッションの開始（遅延セッション開始）。
• CCR-Eトランザクションが完了すると、それ以降のイベントは報告されません。

この機能の設定方法については、Gyインターフェイス機能を使用する製品のアドミニストレー
ションガイドの「Gy Interface Support」の章を参照してください。

セッションベース Gyとイベントベース Gy間のインターワーキング

セッションベースGyモードとイベントベースGyモードの両方がアクティブである場合、セッ
ションベース Gyモードが優先されます。つまり、対応するトリガーが有効であれば、すべて
のイベントがCCR-U経由でレポートされます。イベントベースGyモードは、セッションベー
ス Gyが無効になっており、その存続期間中に該当するセッションに対して以前にアクティブ
にされたことがない場合にのみアクティブになります。
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OCS到達不能障害処理機能
OCSがダウンした場合、または使用できなくなった場合に対処するには、OCS到達不能障害
処理機能が必要です。この機能は、Gyでのポジティブ想定としても示されます。

OCSは、次のシナリオでは使用不可または到達不能と見なされます。

• PCEFが CCR-Uまたは CCR-Iメッセージを送信したものの、指定されたタイムアウト時
間までに応答が受信されない

• Diameterウォッチドッグ要求が現在の RDRに対してタイムアウトし、TCP接続状態がダ
ウンとマークされる

• Diameterコマンドレベルのエラーコードが CCAで受信される
• PCEFがCCR-Tの送信を正常に検証できないときに、ユーザーが切断しているため、PCEF
によって暫定クォータが割り当てられない

CLIコマンド servers-unreachable behavior-triggers initial-request { result-code { any-error |
result-code [ to end-result-code ] } }を使用してエラー結果コードを設定し、サーバー到達不能
モードをトリガーできます。同じ設定を更新要求にも適用できます。このCLIコマンドの詳細
については、『Command Line Interface Reference』の「Credit Control Configuration Mode
Commands」の章 [英語]を参照してください。ただし、CLIコマンド no servers-unreachable
behavior-triggers { initial-request | update-request } result-code { any-error | result-code [ to
end-result-code ] }が設定されている場合は、ハードコードエラーコードのデフォルトセットが
適用されます。

デフォルトセットは次のとおりです。

• UNABLE_TO_DELIVER 3002

• UNABLE_TOO_BUSY 3004

• LOOP_DETECTED 3005

• ELECTION_LOST 4003

•恒久的なエラー 5001～ 5999（5002、5003、5031を除く）。

既存の障害処理メカニズムが強化され、トランスポート接続の障害が原因で OCSに到達不能
になった場合や、Diameter要求メッセージへの応答が遅いため OCSに到達不能であると思わ
れる場合に、暫定ボリュームや暫定時間の事前設定された量をサブスクライバが参照できるよ

うになりました。

この機能の目的は、OCSの障害が発生した場合にGyベースのデータセッションをサポートす
ることです。Diameterクライアントは、ユーザーのデータセッションを一定のクォータの間継
続できるようにし、その後、OCSサーバーを再試行して通常の機能の復旧を試みます。この機
能により、既存の障害処理メカニズムの精度が向上します。

この機能の導入により、サービス障害中のGyレポートがサポートされます。OCSの障害が発
生した場合、一時的な時間クォータやボリュームクォータがユーザーに割り当てられ、障害期

間中に使用されます。

OCSのサービスが再開されると、GWは使用されたすべてのクォータを OCSに報告し、通常
の Gyレポートを続行します。
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各 DCCAサービスでは、次のオプションに CLI制御を使用できます。

•暫定クォータボリューム（バイト単位）およびクォータ時間（秒）。両方の値が同時に適
用され（一緒に設定されている場合）、クォータ時間またはクォータボリュームのいずれ

かが使い果たされると、Diameterクライアントは OCSを再試行します。
•セッションに一時的なクォータを割り当てることができる回数を制限するオプション。
ユーザーがこの量を超過すると、セッションは終了するか後払いに切り替えられます。

クォータ値は DCCAサービス設定の一部であり、その DCCAサービスを使用するすべてのサ
ブスクライバに適用されます。一時クォータはボリューム（バイト）や時間（秒）で指定さ

れ、両方のクォータ追跡メカニズムを個別にまたは同時に適用できます。

障害処理シナリオで使用するために設定された暫定合計クォータまたは時間をユーザーが消費

すると、GWは OCSサーバーを再試行して、機能が復旧されたかどうかを判断します。サー
ビスが復旧された場合、クォータの割り当てと追跡は、標準の使用状況レポート手順に従って

続行されます。障害中に使用されたデータが OCSに報告されます。

OCSサービスが復旧されていない場合、GWは設定された量のクォータや時間をユーザーに再
割り当てします。OCSがオンラインに戻ると、GWは集積されたすべての使用済みデータを
OCSに報告します。複数の再試行と暫定的な割り当てが発生した場合、GWはすべての割り当
て期間中に使用されたクォータを報告します。このサイクルは、OCSサービスが正常に復旧さ
れるか、またはクォータ割り当てが最大数に達するまで続行されます。

OCSの到達不能なCLIコマンドのサポートは、Diameterクレジット制御コンフィギュレーショ
ンモードで追加されます。

P-GW/XGW/GGSNの場合、この動作は、PCRFによってオンライン課金が有効になっているす
べての APNおよびサブスクライバに適用されます。HAの場合、この動作は AAAによってオ
ンライン課金が有効になっているすべてのユーザーに適用されます。設定が DCCAサービス
に適用されます。

次の拡張機能は、ポジティブ想定 Gy機能の一部として導入されます。

•エラーコード処理ごとに、ポジティブ想定モードに入るように設定可能
• 5002エラーを受信したグレースフルセッションの再起動

グレースフルセッション再起動機能はお客様固有のものであることに注意してください。詳細

については、シスコのアカウント担当者にお問い合わせください。

重要

エラーコード処理ごとに設定可能

この機能により、お客様は、CLIコマンド「servers-unreachable behavior-triggers」を使用して
エラー結果コードを設定できます。設定すると、CCR初期メッセージと CCR更新メッセージ
に対して、実行中にポジティブ想定モードの開始がトリガーされます。CCR終了メッセージは
現在サポートされていません。

CLIコマンドを使用して、3xxx～ 5xxxの範囲にあるエラー結果コードを指定できます。この
機能は、エラー結果コードに対してポジティブ想定モードがトリガーされる際のより柔軟で精

度の高い方法を実現するために導入されています。
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グレースフルセッション再起動

5002エラーコード受信後のグレースフルセッション再起動は、ポジティブ想定状態の間にサー
バーが再試行した CCR-Uメッセージでサポートされます。また、その時点から CCA-Iを受信
するまでにサーバーが CCR-Uを再試行した後、未報告の使用状況は、同じ使用状況で CCR-U
をトリガーすることですぐに報告されます。

グレースフルセッション再起動機能はお客様固有のものであることに注意してください。詳細

については、シスコのアカウント担当者にお問い合わせください。

重要

5002の CCA-Uがサーバーから受信されると、保留中の更新はすべて中止されます。また、未
報告の使用状況が保留中である場合にのみ、セッションの再起動直後に CCR-Uがトリガーさ
れます。

サーバーが 5002エラー結果コードで応答した場合、要求された料金設定グループに対して付
与されたサービスユニットはこの応答に含まれません。

重要

この機能のサポートで導入されたコマンドの詳細については、『Command Line Interface
Reference』の「Credit Control Configuration Mode Commands」の章 [英語]を参照してください。

Gyの OCS障害レポートの強化

機能説明

Cisco-Event-Trigger-Type AVPが CCA-I、CCA-U、または値が CREDIT_CONTROL_FAILURE
（5）のRARメッセージの PCRFによってインストールされる場合、シスコイベントグループ
化AVPが P-GWによって、OCS障害コードの正確な値を含む CCR-Uメッセージで PCRFに送
信されます。このトリガーは、Gyで障害が発生した場合にのみ送信され、設定（クレジット
制御障害の処理）に基づいて「続行」アクションが実行され、Gyセッションがオフライン状
態に移行します。

この機能強化により、範囲ではなく正確な障害コードがPCRFに報告されます。たとえば、シ
スコイベントトリガータイプが CREDIT_CONTROL_FAILURE（5）で、 CCA-Uの OCS障害
コードが 3002の場合、PCRFに送信される CCR-Uでは、シスコ CC障害タイプ（グループ化
された AVPシスコイベントの一部）が値 3002で送信されます。

CDRのサーバー到達不能フィールドの追加

機能説明

オンライン課金システム（OCS）がネガティブメッセージを送信すると、ポリシー/課金適用機
能（PCEF）とOCS間のトランスポート接続が失敗します。接続エラーにより、セッションの
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確立が失敗し、サブスクライバはサービスを使用できなくなります。接続エラーに対処するた

めに、次の手順が使用されます。

•障害処理（FH）：既存のFHメカニズムは、Diameterセッションのフェールオーバーが発
生した場合に動作し、システムは接続またはメッセージレベルのエラーが発生したとき

に、セッションを続行してオフラインに切り替えるか、セッションを終了するかを選択で

きます。

•サーバー到達不能（SU）：この障害処理メカニズムにより、障害時の手順をより詳細に
制御できます。このメカニズムは、メッセージレベルおよび接続レベル（トランスポー

ト）の障害後のセッションに加えて、OCSからの応答が遅い場合に使用されます。また、
一定の期間セッションを続行するか、クォータを使い切ってから終了するオプションも提

供されます。

設定されたサーバーと暫定クォータ（通信量と時間）を使用するために、セッションがオ

フラインに変換される前、または終了する前に SUが再試行します。

gtpp attribute servers-unreachableが gtppグループの下で設定され、SU機能が有効になってい
る場合、serversUnreachableContinueまたは serversUnreachableTerminateを使用して、暫定また
は最終 CDRで次のプロセスフローが可能になります。

1. SU障害がトリガーされる。

2. CDRが生成される。

3. コール制御プロファイルの SU設定に基づいて、生成された CDRに
serversUnreachableContinueフィールドまたは serversUnreachableTerminateフィールドが含ま
れる。

次の表で、CDR内の serversUnreachableフィールドについて説明します。

表 1 : CDRの ServersUnreachableフィールド

ASN1コードSizeFormatタグDescriptionフィールド名

0x9f82001ブール

値

256サーバー到達不能手順が実

行されると、要素が発生

します。

serversUnreachableContinue

0x9f82011ブール

値

257サーバー到達不能手順が実

行されると、要素が発生

します。

serversUnreachableTerminate

表 2 : ACS設定内のサーバー到達不能 CDRフィールド

SUが検出しない
フィールド（Gyとの
通常のコール）

暫定状態の終了後に

SUが検出するフィー
ルド

暫定状態時に SUが検
出するフィールド

SUの設定
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• SU continueが
FALSE

•最終 CDRで SU
Terminateが
FALSE

• SU continueが
FALSE

•最終 CDRで SU
Terminateが
TRUE

CDRフィールドが別に
トリガーされた場合、

SU terminateフィール
ドは含まれない（暫定

CDRであるため）。

• SU continueが
FALSE

•最終 CDRで SU
Terminateが
FALSE

server-unreachable
initial-request
terminate

• SU continueが
False

•最終 CDRで SU
TerminateがFalse

•暫定 CDRと最終
CDRの両方で SU
continueが True

•最終 CDRで SU
TerminateがFalse

CDRフィールドが別に
トリガーされた場合、

SU terminateフィール
ドは含まれない（暫定

CDRであるため）。

• SU continueが
False

•最終 CDRで SU
TerminateがFalse

server-unreachable
update-request
terminate

• SU continueが
False

•最終 CDRで SU
TerminateがFalse

•暫定 CDRと最終
CDRの両方で SU
continueが True

•最終 CDRで SU
TerminateがFalse

• SU continueが
False

•最終 CDRで SU
TerminateがFalse

server-unreachable
initial-request continue

• SU continueが
False

•最終 CDRで SU
TerminateがFalse

•暫定 CDRと最終
CDRの両方で SU
continueが True

•最終 CDRで SU
TerminateがFalse

• SU continueが
False

•最終 CDRで SU
TerminateがFalse

server-unreachable
update-request
continue

詳細については、『SAEGW Administration Guide』の Gyに関する章を参照してください。

CDRへのサーバー到達不能フィールドの追加

次の設定コマンドを使用して、CDRにサーバー到達不能フィールドを追加します。

configure
context context_name

gtpp group group_name
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gtpp attribute servers-unreachable
end

注：

• gtpp attribute servers-unreachable：このオプションを指定すると、CDRにオプションの
フィールド ServersUnreachablesContinueまたは ServersUnreachablesTerminateが追加さ
れます。

モニタリングおよびトラブルシューティング

ここでは、showコマンドを使用してこの機能を監視およびトラブルシューティングする方法
について説明します。

コマンドと出力の表示

このセクションでは、この機能のサポートにおける showコマンドとその出力について説明し
ます。

show gtpp group name <group name>

説明フィールド

サーバーが到達不能な要素の存在を示す

「Yes」または「No」を表示します。
到達不能なサーバーが存在します

バックプレッシャ処理

Diameterベース（Diabase）はアウトバウンドストリームを維持します。アプリケーションがソ
ケットにメッセージを書き込むとき、それらのメッセージのメッセージハンドルがアウトバウ

ンドストリームに保存されます。対応する要求の応答を受信した場合にのみ、保存されている

メッセージハンドルがアウトバウンドストリームから削除されます。ASR 5500はサーバーか
ら受信した応答に基づいてメッセージトランザクションにレート制限を適用するために、アウ

トバウンドストリームに保存されるメッセージ数の制限を維持します。これは、「max-outstanding
<>」CLIを使用して行います（デフォルト値は 256です）。アプリケーションによって作成さ
れたメッセージの数が未処理の最大数を超えると、Diabaseはアプリケーションに「バックプ
レッシャ」通知を送信し、Diabaseから輻輳解消の通知を受信するまで待機してから、再試行
するように伝えます。

サーバーからの応答を受信すると、対応する要求メッセージハンドルがアウトバウンドスト

リームから削除され、アプリケーションが別のメッセージを書き込むためのスロットが作成さ

れます。このスロットの可用性を伝えるために、輻輳解消通知が登録済みのアプリケーション

に送信されます。アプリケーションはすべてのセッションをループし、保留中の送信トリガー

を処理します。

アプリケーションはシステム内のセッションをループするときに、ソートされた順序でセッ

ションをトラバースし、保留中の CCR-Initial、CCR-Terminate、CCR-Updateを送信する必要が
あるかどうかを各セッションでチェックします。最初のセッションでアウトバンドストリーム
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に入るスロットが取得されると、メッセージがストリームに書き込まれます。これで、スロッ

トは満杯状態に戻り、再び未処理数の上限に達します。したがって、残りのセッションは引き

続きバックプレッシャ状態のままになります。

Credit-Control-InitialやCredit-Control-Terminateなどのバックプレッシャ状態の要求は、セッショ
ンの作成や終了と関係があるため、Credit-Control-Updateよりも高い優先順位が与えられます。
そのため、DCCAには輻輳解消通知に加えて、定期的にメッセージの送信を試みる内部タイ
マーがあります。したがって、重度のバックプレッシャ状態の場合、CCR-Iや CCR-Tが送信
される確率は CCR-Uよりも高くなります。

Gyバックプレッシャの強化

この機能により、メッセージ（バックプレッシャリスト）の作成中にバックプレッシャとなっ

た DCCAセッションのリストを維持でき、現在のポーリング手順が不要になります。また、
バックプレッシャされるすべてのタイプのメッセージ（CCR-I、CCR-U、CCR-T、CCR-E）に
対して単一のキューが維持されます。メッセージはキューから FIFOの順番に送信されます。

バックプレッシャキューからのセッションを処理した後、DCCAはピアの輻輳ステータスを
チェックし、ピアの未処理メッセージのキューに空のスロットがある場合にのみ続行します。

最大未処理数が少なく、ネットワークが輻輳している場合、CPU使用率は非常に高くなりま
す。

（最大未処理数に達したときに）バックプレッシャにトリガーされた CCRメッセージに関連
付けられているすべての DCCAセッションは、ACSマネージャインスタンス（クレジット制
御）レベルごとに維持されるバックプレッシャリストに入れられます。

このリストには、入れられるセッション数に関する設定可能な特定の制限はありません。これ

は、サブスクライバまたは DCCAセッションの数に依存する固有の制限がすでに存在するた
めです。

この新しい個別のバックプレッシャリストを使用すると、バックプレッシャが高い場合にCPU
使用率が低下します。

GTPベースの S2a/S2bの Gyサポート
P-GWでのWi-Fi統合では、GTPベースの S2a/S2bに Gyサポートが提供されます。この実装
は、標準の Rel-11非 3GPPアクセス仕様 32.399: S5-120748 S5-131017 S5-143090に準拠してい
ます。

この機能拡張の一部として、次の AVPの変更が導入されました。

• Serving-Node-Type AVPの新しい列挙値として TWANが追加されました。
•新しい Diameter AVP「TWAN-User-Location-Info」が追加されました。これはグループ化
された AVPで、Trusted WLAN Access Network（TWAN）内の UEロケーション（アクセ
スポイントの BSSIDおよび SSID）が含まれます。

TWAN AVPは、3GPPリリース 11でのみ有効で、標準の Gyディクショナリにのみ追加され
ます。つまり、CLIコマンド「diameter update-dictionary-avps 3gpp-rel11」が設定されている
場合にのみ、TWAN AVPが CCR-I/CCR-U/CCR-Tメッセージに含まれます。
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ルールと RG間の関連付けの変更による OOC/ROCの生成
既存のGyの実装により、同じルールの PCRFに対するクレジット不足/クレジット再割り当て
（ROC）レポートの重複が防止されます。異なる料金設定グループを使用した同じルールでの
サブスクライバスロットリングは OOCイベントで機能しません。この問題を解決するため、
次の設定の導入を考慮しました。

ある料金設定グループのクレジットが不足すると、その料金設定グループに現在関連付けられ

ているすべてのルールにOOCが送信されます。この動作は、そのルールがすでにOOCになっ
ているかどうかに関係なく実行されます。同様に、OOC状態になった後に料金設定グループ
がクォータを取得すると、現在その料金設定グループに現在関連付けられているすべてのルー

ルにROCが送信されます。この動作は、そのルールがすでにROCになっているかどうかに関
係なく実行されます。

ルールレベルのステータスビットは、同様のバックツーバックOOC/ROCイベントを回避する
ために使用されなくなりました。今後、OOC/ROCイベントのトリガーは、MSCCの状態とト
リガーにのみ依存するようになります。

お客様がルールとRGの関連付けを変更したり、オーバーライド機能を使用したりすると、Gx
での OOC/ROCイベントが増加する可能性があります。

CCRのスタティックルールベース
APNとサブスクライバには 1つのルールベースを適用できますが、CCRメッセージを介して
異なるまたは同じルールベースを常に OCSに渡すようスタティックルールベースを設定でき
ます。

CCRAVP「Charging-Rule-Base-Name」で、APNテンプレートまたはサブスクライバテンプレー
トに存在するルールベース名を上書きおよび変更するために、新しい CLIコマンド
「charging-rulebase-name rulebase_name」がクレジット制御（CC）グループに導入されまし
た。CCグループに設定されたルールベース値は、CCR経由でOCSに送信されます。このCLI
コマンドが設定されていない場合は、APNテンプレートまたはサブスクライバテンプレートか
ら取得されたルールベースが OCSに送信されます。

CCグループに設定されたルールベースの値は、すべてのCCR（I/U/T）メッセージで送信され
ます。これは、セッション中に CCグループのルールベース値が変更されると、これが反映さ
れるのは次の CCRメッセージになることを意味します。

この機能を CLIコマンドでアクティブ化すれば、OCSシステムでの企業ごとのサービスの追
加や削除といった、サービスの設定に伴う複雑さが軽減されます。

CCベース選択的 Gyセッション制御
このセクションでは、サブスクライバの課金特性（CC）プロファイルに基づいた選択的 Gy
セッション制御機能の概要と導入について説明します。

このセクションでは、この機能に関する次のトピックについて説明します。

•機能説明（40ページ）
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• CCベース選択的 Gyセッション制御の設定（41ページ）
•選択的 Gyセッション制御機能のモニタリングと障害対応（42ページ）

機能説明

GGSNサービスでは、特定の課金特性（CC）値をプリペイドまたは後払いとして設定できる
機能が利用できます。今回、この機能が P-GWサービスに拡張されました。

受信した CC値に基づいて Gyセッションを有効化または無効化するために、APN設定が拡張
され、CC値ごとに追加のクレジット制御グループおよびプリペイド禁止値を設定できるよう
になりました。

cc profile cc-profile-index prepaid prohibited CLIコマンドは、クレジット制御ベースの課金を無
効にするCC値を設定するために使用されます。このAPNを使用するP-GW、GGSN、SAEGW
サービスサブスクライバセッションは、この設定を使用して、OCSへの Gyメッセージのト
リガーを停止できます。

UEは課金特性値を提供し、アクティブなサブスクライバは APNを介して接続されます。CC
インデックスマッピングは、APNで設定されている対応するCCグループおよびプリペイド禁
止値に対して行われます。一致すると、GyセッションはOCSに対して有効または無効になり
ます。

セッションコントローラは、AAAマネージャのAPN設定を保存および更新します。セッショ
ンのセットアップ中に、セッションマネージャはセッション認証要求で受信した CC値を入力
し、それをAAAマネージャに送信します。AAAマネージャは、これをローカルに保存された
APN設定と照合し、セッションに必要なクレジット制御グループまたはプリペイド禁止設定を
選択します。次に、セッションマネージャは AAAマネージャから受信したこのクレジット制
御グループまたはプリペイド禁止情報を ACSマネージャに渡します。

ローカル認証（セッションセットアップ要求）が完了すると、一致する課金特性を持つクレ

ジット制御グループが選択され、使用されます。クレジット制御グループの選択で一致する課

金特性設定が見つからない場合は、APNのデフォルトのクレジット制御グループが選択されま
す。

特定の CCがプリペイドとして設定されている場合、この CCとのセッションは Gy接続をト
リガーしません。セッションの存続期間中の CCの変更は無視されます。

CCベースGyセッション制御機能は、セッション確立中にGTP認証要求を介して受信したCC
値にのみ適用されます。セッションのセットアップ後に AAAまたは PCRFを介して更新され
た CC値により、すでに選択されているクレジット制御グループが変更されることはありませ
ん。セッションのセットアップ後にクレジット制御グループが選択されると、この機能は適用

されなくなります。

Diameterエラーコードとカウンタ

SaMOGは、さまざまな StarOSプラットフォーム（ASR5500/ASR5700）上の P-GW LBOモ
ジュールを介して、SaMOG（Web認証）サービスのすべてのトランザクションと Diameterイ
ンターフェイスの Diameterエラーコードカウンタをサポートしています。
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以下の結果コード固有カウンタは、Gyインターフェイスで OCS（オンライン課金システム）
から受信した応答に使用できます。DCCA（Diameterクレジット制御アプリケーション）は、
Gyインターフェイスで使用されるプロトコルです。

表 3 :結果コード固有カウンタ

結

果

コー

ド

値

結果コードエラーカテゴ

リ

4010DIAMETER_END_USER_SERVICE_DENIED一時的な障害

（4XXX） 4012DIAMETER_CREDIT_LIMIT_REACHED

5031DIAMETER_RATING_FAILED恒久的なエ

ラー（5XXX）

他の機能との関係

この機能は、GGSNサービスによって CCプロファイル設定が有効になっている場合にも使用
できます。CCプロファイルが APNサービスと GGSNサービスで設定されている場合、サー
ビスに関係なく、一致する CCプロファイルのプリペイド禁止設定が適用されます。

制限事項

この機能には次の制限があります。

• 1つの課金特性値を 1つの APN内の 1つの credit-control-group/prepaid-prohibited設定にの
みマッピングできます。

•課金特性に基づく OCSの選択は、セッションのセットアップ中にのみ可能です。
credit-control-groupが選択されると（セッションセットアップ後）、この機能は適用され
ません。

CCベース選択的 Gyセッション制御の設定

ここでは、サブスクライバの CCプロファイルに基づいて Gyセッション制御機能を設定する
ためのコマンドについて説明します。

CC（Charging Characteristic）値の設定

課金特性（ChargingCharacteristic）の値を後払い/前払いとして設定して、OCSへのGyセッショ
ンを無効/有効にするために、次のコマンドが使用されます。

configure
context context_name

apn apn_name

cc-profile { cc_profile_index | any } { prepaid-prohibited |
credit-control-group cc_group_name }

end
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注：

• cc_profile_index：CCプロファイルインデックスを指定します。cc_profile_indexは、0～ 15
までの整数にする必要があります。

• any：このキーワードは、オーバーライドされない任意の cc-profileインデックスに適用さ
れます。このキーワードは、CCプロファイル値の特定の設定に対して最も低い優先度を
持ちます。したがって、anyキーワードを設定しても、APNの他の特定の設定がオーバー
ライドされることはありません。

• prepaid-prohibited：設定されたプロファイルインデックスのプリペイドGyセッションを
無効にします。

• cc_group_name：クレジット制御グループの名前を 1～ 63文字の英数字文字列で指定しま
す。

• no cc-profile cc_profile_index：このコマンドは、設定されているCCプロファイルインデッ
クス値に関係なく、「any」の cc-profile動作にフォールバックします。

選択的 Gyセッション制御設定の確認

選択的Gyセッション制御機能の設定を表示または確認するには、Execモードで次のコマンド
を使用します。

show configuration

選択的 Gyセッション制御機能のモニタリングと障害対応

ここでは、選択的 Gyセッション制御機能のサポートにおける showコマンドおよびその出力
について説明します。

show active-charging sessions

show active-charging sessions [ callid | imsi | msisdn ]コマンド出力の一部として表示される「ク
レジット制御」フィールドにより、ユーザーは、クレジット制御状態のオンライン課金対応

セッションが「オン」かどうか、プリペイド禁止セッションが「オフ」かどうかを判別し、サ

ブスクライバセッションをモニターできます。

ルールベースのクレジット制御グループの設定

このセクションでは、サブスクライバのルールベースに基づくクレジット制御（CC）グルー
プ選択の概要と実装について説明します。

このセクションでは、この機能に関する次のトピックについて説明します。

•機能説明（43ページ）

•ルールベースのクレジット制御グループの設定（44ページ）

•ルールベースでの CCグループ選択のモニタリングとトラブルシューティング（45ペー
ジ）
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機能説明

この機能は、ポジティブ想定シナリオでのさまざまなタイプのサブスクライバの動作をカスタ

マイズするために導入されました。このカスタマイズは、PCRFによって動的に選択されたルー
ルベースに基づいて、ユーザーが目的のクレジット制御（CC）グループを指定できるように
することによって実現されます。

通常、ポジティブ想定の動作は、CCグループ内で設定されます。今回、この CCグループ選
択機能が、ルールベース設定に拡張されました。

この機能は、IMSAが使用されず、AAAサーバーが認証中にCCグループを送信できず、すべ
てのサブスクライバに 1つの APN/サブスクライバプロファイルのみが使用されたシナリオで
明示的に必要になります。このような状況において、この機能は、ルールベース内にプレミア

ム CCグループを提供して、タイプに基づいたサブスクライバに対するプレミアム処理を可能
にすることを目的としています。

この機能により、ルールベース設定内に新しい設定可能なオプションが導入され、サブスクラ

イバセッションのセットアップ中にルールベースが選択されるたびに、ユーザーが目的の CC
グループを指定できるようになります。この設定された CCグループは、サブスクライバプロ
ファイル/APN内で設定済みの CCグループを上書きします（それらより高い優先順位を持
つ）。AAAまたは PCRFサーバーが CC-Group AVPを送信すると、AVPを通じて定義された
CCグループ値によって、ルールベースで設定された CCグループが上書きされます。

この機能を有効にすると、この設定により、ルールベース名と CCグループ間の関連付けを指
定できるようになり、プレミアムサブスクライバの接続時にプレミアムルールベースとプレミ

アム CCグループが選択されるようになります。

セッション中の設定変更は、システム内の既存のサブスクライバには影響しません。この設定

変更は、新しいセッションにのみ影響します。

重要

この新しい設定オプションの実装により、使用可能なクォータに基づいて、サブスクライバの

さまざまなタイプのポジティブ想定の動作が有効になります。これにより、プレミアム顧客の

優先処理が実現されます。

CCグループの選択の優先順位は、次のように定義されます。

• PCRFで提供される CCグループ

• AAAで提供される CCグループ

•ルールベースで設定された CCグループ

•サブスクライバプロファイル/APNで選択された CCグループ

•デフォルトのクレジット制御グループ
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この機能は、認証プロセス中に AAAサーバーが CCグループを送信するオプションがある場
合は使用しないでください。認証中に、AAAサーバーが CCグループを送信し、選択された
ルールベースに CCグループが定義されている場合は、ルールベースで定義された CCグルー
プが、そのセッション用に選択されます。

重要

制限事項

この機能には制限や制約事項はありません。ただし、CCグループ選択の優先順位に留意する
ことが重要です。

ルールベースのクレジット制御グループの設定

ここでは、サブスクライバのルールベースに基づいてクレジット制御グループを設定するため

のコマンドについて説明します。

クレジット制御グループの定義

PCRFによって選択されたルールベースの使用時に、該当するクレジット制御グループ名を設
定するには、次のコマンドを使用します。

configure
require active-charging
active-charging service service_name

rulebase rulebase_name

credit-control-group cc_group_name

end

• cc_group_name：クレジット制御グループの名前を 1～ 63文字の英数字文字列で指定しま
す。

• no credit-control-group：以前に設定した CCグループをルールベースの設定から削除しま
す。これがデフォルトの設定です。

•この CLI設定は、セッションのセットアップ中にのみ適用されます。CCグループのセッ
ション中の変更は許可されません。

•これはオプションのCLI設定であり、カスタマイズされたポジティブ想定の動作がサブス
クライバに対して必要な場合にのみ使用されます。

•この CLIコマンドが設定されている場合、CCグループは優先順位に基づいて選択されま
す。つまり、ルールベースで定義された CCグループは、サブスクライバ/APNプロファ
イルで指定された CCグループの値よりも優先されます。

• CCグループの設定がルールベースに存在しない場合は、デフォルトのサブスクライバ/APN
プロファイルの設定が適用されます。
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クレジット制御グループ設定の確認

ルールベースのCCグループの設定を表示または確認するには、Execモードで次のコマンドを
使用します。

show configuration verbose

ルールベースでの CCグループ選択のモニタリングとトラブルシューティング

この項では、この機能のサポートにおけるshowコマンドまたはその出力について説明します。

show active-charging sessions full

この show CLIコマンドの出力には、セッションで選択されているクレジット制御グループが
表示されます。出力の詳細は、この機能の問題の検証とトラブルシューティングに役立ちま

す。

show configuration errorsコマンドを入力します。

この show CLIでは、ルールベース内で設定されているクレジット制御グループが定義されて
いない場合、エラーが表示されます。

ユーザーが [support record]セクションを指定していない場合は、show configuration verbose

このコマンドでは、ルールベースに指定されている「credit-control-group」オプションが表示さ
れます。トラブルシューティングのために、show configuration verboseと show subscribers full
の出力を、「Radius Access-Accept」を含むmonitor-protocolの出力とともにキャプチャしてく
ださい。

QoS変更シナリオのための複合 CCR-Uトリガー
EPSベアラー QoSおよび APN AMBRのデフォルト値が変更されると、P-GWは、アクセス側
に、デフォルトベアラーおよび APN AMBRを 1つのメッセージで変更するための更新要求を
送信します。P-GWは、それに応じて APN AMBRとデフォルトのベアラー QoSを適用し、こ
の変更条件に対して Gyに CCR-Uを 1つだけ送信します。

この動作変更は、P-GWコールにのみ適用されます。この変更は、Rf/CDRレコードおよび
GGSN/P-GW eHRPDコールには影響しません。

重要

また、この動作は、複数のベアラー更新要求がアクセス側に送信される分割TFTの場合（QoS
+ APN AMBR + TFT）には適用されないことに注意してください。

障害後のオフライン Gyセッションの再アクティブ化
この項では、Diameterクレジット制御アプリケーションでの障害の検出時にオフラインGyセッ
ションを再度有効にする機能について説明します。
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この項では、次のトピックについて取り上げます。

機能説明

この機能により、PCRFからの指示に基づいて、オフライン Gyセッションをオンライン課金
に戻すためのメカニズムが導入されました。PCRFからOnline AVPを受信すると、ゲートウェ
イは Gyセッションを確立します。

セッションがオフラインとしてマークされると Gyがアクティブ化される設定は存在しません
でした。Diameterクレジット制御アプリケーションで障害が検出されると、設定済みのクレ
ジット制御障害処理（CCFH）アクションが実行されました。GyセッションがCCFH続行アク
ションを実行すると、サブスクライバセッションを再試行/再有効化することはできませんで
した。

Charging-Rule-Definitionの Online AVPは、CCFH続行アクションが実行された後、オフライン
Gyセッションを有効にするための PCRFからのトリガー/指示と見なされます。PCRFからの
コマンドレベルでのOnline AVPは、オフラインGyセッションを有効にするトリガーとは見な
されません。3GPP 29.212（リリース 12.12.0）に基づき、Online AVP（1009）は、
Charging-Rule-Definitionグループ AVP（1003）内のオプションの AVPです。

制限事項と制約事項

ここでは、この機能の制限事項と設定上の制約事項について説明します。

•この機能は、ボリュームクォータメカニズムのみに限定されます。Quota-Validity-Time
（QVT）タイマーおよび Quota-Hold-Time（QHT）タイマーに対して特別な処理は行われ
ません。Gyセッションがオフラインになった後に復帰した場合、これらのタイマーは開
始されません。次のCCA-UがOCSからの情報を提供する場合にのみタイマーが開始され
ます。

• Gyセッションがオンラインとマークされている場合、CDRのクローズは不要です。これ
は請求システムによって処理されます。

•この機能は、イベントベースのクレジット制御セッションには拡張されません。

• MSCCレベルの障害が原因でCCFHアクションが実行されると、既存の動作が保持され、
次の動作が起こります。

• CCFH続行：Gyで課金せずにカテゴリ（MSCC）を続行します。これはMSCCに適
用されます（セッション全体ではありません）。show active-charging sessions fullコ
マンドの出力のMSCCステータスには「Nocharge」と表示されます。

• CCFH終了/リトライと終了：ベアラーが終了されます。

• MSCCレベルで結果コード 4011（DIAMETER_CREDIT_CONTROL_NOT_APPLICABLE）
を受信すると、カテゴリは無料とマークされ、このカテゴリに対するそれ以上のアカウン

ティングは実行されません。この結果コードがコマンドレベルで受信されると、Gyセッ
ションがオフラインになります。オフライン Gyセッションは PCRFの Online AVPを使用
して再度オンラインにでき、アカウンティングは正常に再開されます（このセッションの

OCSで CCR-Uが認識されます）。
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• CCFH継続が設定されている場合に CCR-I障害が発生すると、次の動作が起こります。

• Diabaseエラー：Diabaseエラー（TCP接続の切断）が発生すると、Gyセッションが
オフラインとマークされ、セッション状態が維持されます（セッション IDが作成さ
れます）。Gyセッションを再度有効にすると、新しいCCR-Iが（データを待たずに）
すぐに送信されます。

•応答タイムアウト：応答タイムアウトが発生したときに、CCR-Iがセッションセット
アップで送信され、セッションセットアップタイムアウトが応答タイムアウトの前

に発生した場合、ベアラー自体は終了します。diameter send-crri traffic-start設定は、
CCR-Iタイムアウトがベアラーの作成に影響を与えないようにするために、オプショ
ンで使用できます。

• GyセッションがCCR-I応答のタイムアウトによりオフラインになり、Gyセッション
がオンラインとしてマークされている場合、同じセッション IDが使用されます。

• CCR-Iエラー応答が原因で Gyセッションがオフラインになった場合、セッション情
報は削除されます（次に使用されるセッション IDは異なります）。

•オンラインルールが既存のベアラーに移動または関連付けられたりするような、ベアラー
間（LTEからWi-Fiまたはその逆）でのルール移動が発生した場合、Gyセッションのス
テータスは変更されません。

•オフラインGyセッションをオンラインにマークするトリガーは、課金ルール定義のPCRF
から受信した Online AVPにのみ基づきます。

障害後のオフライン Gyセッションの設定

次の項では、オフライン Gyセッションを再度有効にするための設定コマンドについて説明し
ます。

オフライン Gyセッションの再有効化

障害の後にオフライン Gyセッションを再度有効にするには、次の設定を使用します。

configure
active-charging service service_name

credit-control
[ no ] offline-session re-enable
end

注：

• offline-session re-enableが設定され、PCRFが、「Online」 AVP値が 1に設定されたルー
ルをインストールまたは変更すると、オフラインDCCAはオンラインとマークされます。

•デフォルトの設定は、no offline-session re-enableです。この機能はデフォルトで無効に
なっており、無効になっている場合、show configuration verboseコマンドでのみこの設定
が表示されます。
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設定の確認

オフライン/オンライン状態遷移のタイムスタンプを確認するには、次のコマンドを使用しま
す。

show active-charging sessions full

障害後のオフライン Gyセッションの監視と障害対応

この項では、この機能のサポートにおけるshowコマンドまたはその出力について説明します。

この機能に関連する障害をトラブルシュートするには、次の操作を実行する必要があります。

• show active-charging sessions fullコマンドの CLI出力を確認できます。「Last State Change
Time」フィールドは、セッションがオフラインになったタイムスタンプおよびオンライン
に戻ったタイムスタンプを示します。

• monitor subscriber next-callコマンドからのメッセージを「verbosity 3」で有効にすると、
サブスクライバで発生するメッセージ交換を分析できます。

•「acsmgr」および「debug」レベルのログを有効にして、さらに詳しくデバッグできます。

show active-charging sessions full

次の新しいフィールドがこのコマンドの出力に追加され、状態遷移のタイムスタンプが表示さ

れるようになりました。

• Last State Change Time：

•オフライン/オンライン：オフラインのタイムスタンプは、Gyセッションがオフライ
ンになると更新されます。オンラインのタイムスタンプは、セッションがオンライン

に戻ると更新されます。

AVPの抑制
この機能により、「Gx、Gy、および CDRのMVNO情報のサポート」機能が強化されます。

機能説明

この機能により、「Gx、Gy、および CDRのMVNO情報のサポート」機能が強化されます。
SAEGWはこれらの AVPを PCRFから受信するたびに、OCSと CDRに Gyメッセージで
MVNO-Reseller-IDおよびMVNO-Subclass-ID AVPを送信します。

この機能強化により、この動作が CLIで制御されるようになり、Gyインターフェイスで送信
される AVPを抑制する新しい CLIコマンドが導入されました。

以前の動作：Reseller-idおよび subclass-id AVPは、ATTディクショナリの PCRFから同じもの
を受信すると、Gyで送信されていました。

新しい動作：新しい CLIコマンド suppress_avpが追加されました。これにより、Reseller-idと
subclass-id AVPを抑制できます。
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コマンドの変更

suppress_avp

AVPを抑制するために、クレジット制御グループコンフィギュレーションモードに新しい
CLIコマンドが追加されました。この CLIコマンドを設定すると、MVNO-subclass-id AVPお
よびMVNO-Reseller-Id AVPが抑制されます。

configure
active-charging service <acs_service_name>

credit-control group <group_name>

diameter suppress-avp reseller-id subclass-id
[ no | default ] diameter suppress-avp reseller-id subclass-id

end

注：

• no: AVPの抑制を無効にします。PCRFがMVNO-subclassid AVPおよびMVNO-Reseller-id
AVPを Gxインターフェイスで送信するたびに、同じものが Gyメッセージで送信されま
す。

• default: デフォルト設定を設定します。デフォルトでは AVPは抑制されません。PCRFが
MVNO-subclassid AVPおよびMVNO-Reseller-id AVPを Gxインターフェイスで送信するた
びに、同じものが Gyメッセージで送信されます。

• suppress-avp: MVNO-subclassid AVPおよびMVNO-Reseller-id AVPの両方を抑制します。
• reseller-id: MVNO-Reseller-Id AVPを抑制します。
• subclass-id: MVNO-Sub-Class-Id AVPを抑制します。

パフォーマンス指標の変更

show configuration

このコマンドは、以下の出力を表示するように変更されました。

credit-control group default
diameter origin endpoint sundar
diameter peer-select peer minid1 secondary-peer minid2
diameter session failover
diameter dictionary dcca-custom32
failure-handling initial-request continue
failure-handling update-request continue
diameter dynamic-rules request-quota on-traffic-match
diameter suppress-avp reseller-id subclass-id

Gyインターフェイスのサポートの設定
Gyインターフェイスのサポートを設定するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 このアドミニストレーションガイドの説明に従って、コアネットワークサービスを設定します。

ステップ 2 セクション「GGSN/P-GW/IPSG Gyインターフェイスサポートの設定（50ページ）」および「HA/PDSN
Gyインターフェイスのサポートの設定（51ページ）」の説明に従って、Gyインターフェイスのサポート
を設定します。

ステップ 3 「PLMNおよびタイムゾーンレポートの設定（52ページ）」の説明に従って、イベントベースの Gyのサ
ポートを設定します。

ステップ 4 オプションです。「サーバー到達不能機能の設定（53ページ）」の説明に従って、OCS到達不能障害処
理機能または Gyでのポジティブ想定機能を設定します。

ステップ 5 オプションです。「CCRのスタティックルールベースの設定（54ページ）」の説明に従って、CCRのス
タティックルールベースを設定します。

ステップ 6 オプションです。「GTPベースの S2a/S2bの Gyの設定（55ページ）」の説明に従って、GTPベースの
S2a/S2bの Gyを設定します。

ステップ 7 EXECモードコマンド save configurationを使用して、フラッシュメモリ、外部メモリデバイスや、ネット
ワークの場所に設定を保存します。構成ファイルを検証して保存する方法の詳細については、『System
Administration Guide』および『Command Line Interface Reference』を参照してください。

重要

この項の設定例で使用されているコマンドは、最もよく使用されているコマンドまたはその可能性の高い

コマンド、および/またはキーワードオプションが提示される範囲で、基本機能を提供します。多くの場合
は、他のオプションのコマンドやキーワードオプションを使用できます。すべてのコマンドの詳細につい

ては、『Command Line Interface Reference』を参照してください。

GGSN/P-GW/IPSG Gyインターフェイスサポートの設定
GGSN/P-GW/IPSGの標準Gyインターフェイスサポートを設定するには、次の設定を使用しま
す。

configure
context <context_name>

diameter endpoint <endpoint_name>

origin realm <realm>

origin host <diameter_host> address <ip_address>

peer <peer> realm <realm> address <ip_address>

exit
exit

active-charging service <ecs_service_name>

credit-control [ group <cc_group_name> ]
diameter origin endpoint <endpoint_name>

diameter peer-select peer <peer> realm <realm>

diameter pending-timeout <timeout_period>
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diameter session failover
diameter dictionary <dictionary>

failure-handling initial-request continue
failure-handling update-request continue
failure-handling terminate-request continue
exit

exit
context <context_name>

apn <apn_name>

selection-mode sent-by-ms
ims-auth-service <service>

ip access-group <access_list_name> in
ip access-group <access_list_name> out
ip context-name <context_name>

active-charging rulebase <rulebase_name>

credit-control-group <cc_group_name>

end

注：

• IPアクセスリストの設定の詳細については、『System Administration Guide』の「Access
Control Lists」の章 [英語]を参照してください。

• ECS ruledef設定の詳細については、『Command Line Interface Reference』の「ACS Ruledef
Configuration Mode Commands」の章 [英語]を参照してください。

• ECS課金アクション設定の詳細については、『Command Line Interface Reference』の「ACS
Charging Action Configuration Mode Commands」の章 [英語]を参照してください。

• ECSルールベース設定の詳細については、『Command Line Interface Reference』の「ACS
Rulebase Configuration Mode Commands」の章 [英語]を参照してください。

HA/PDSN Gyインターフェイスのサポートの設定
HA/PDSN Gyインターフェイスのサポートを設定するには、次の設定を使用します。

configure
context <context_name>

diameter endpoint <endpoint_name>

origin realm <realm>

origin host <diameter_host> address <ip_address>

peer <peer> realm <realm> address <ip_address>

exit
exit

active-charging service <ecs_service_name>

ruledef <ruledef_name>

ip any-match = TRUE
exit

charging-action <charging_action_name>

content-id <content_id>

cca charging credit rating-group <rating_group>
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exit
rulebase <rulebase_name>

action priority <action_priority> ruledef <ruledef_name>

charging-action <charging_action_name>

exit
credit-control [ group <cc_group_name> ]

diameter origin endpoint <endpoint_name>

diameter peer-select peer <peer> realm <realm>

diameter pending-timeout <timeout>

diameter session failover
diameter dictionary <dictionary>

failure-handling initial-request continue
failure-handling update-request continue
failure-handling terminate-request continue
pending-traffic-treatment noquota buffer
pending-traffic-treatment quota-exhausted buffer
exit

exit
context <context_name>

subscriber default
ip access-group <acl_name> in
ip access-group <acl_name> out
ip context-name <context_name>

active-charging rulebase <rulebase_name>

credit-control-group <cc_group_name>

end

注：

• IPアクセスリストの設定の詳細については、『System Administration Guide』の「Access
Control Lists」の章 [英語]を参照してください。

• ECS ruledef設定の詳細については、『Command Line Interface Reference』の「ACS Ruledef
Configuration Mode Commands」の章 [英語]を参照してください。

• ECS課金アクション設定の詳細については、『Command Line Interface Reference』の「ACS
Charging Action Configuration Mode Commands」の章 [英語]を参照してください。

• ECSルールベース設定の詳細については、『Command Line Interface Reference』の「ACS
Rulebase Configuration Mode Commands」の章 [英語]を参照してください。

PLMNおよびタイムゾーンレポートの設定
PLMNおよびタイムゾーンレポート機能を使用するには、APNまたはサブスクライバの設定
でクレジット制御グループを定義するか、デフォルトのクレジット制御グループが設定されて

いる必要があります。次のCLIコマンドを使用して、PLMNおよびタイムゾーンレポート機能
を有効または無効にすることができます。

サブスクライバテンプレートを介してPLMNおよびタイムゾーンレポートを有効にするには、
次の設定を使用します。
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configure
context <context_name>

subscriber name <subscriber_name>

dns primary <primary_ipaddress>

dns secondary <secondary_ipaddress>

ip access-group test in
ip access-group test out
ip context-name <context_name>

credit-control-client event-based-charging
active-charging rulebase <rulebase_name>

exit
end

注：

• credit-control-client event-based-chargingコマンドを使用して、PLMNおよびタイムゾーン
レポートを有効にする必要があります。

PLMNおよびタイムゾーンレポート機能の設定に関する詳細については、『CommandLine
Interface Reference』を参照してください。

APNテンプレートを介して PLMNおよびタイムゾーンレポートを有効にするには、次の設定
を使用します。

configure
context <context_name>

apn <apn_name>

selection-mode sent-by-ms
accounting-mode none
ip access-group test in
ip access-group test out
ip context-name <context_name>

ip address pool name<pool_name>
credit-control-client event-based-charging
active-charging rulebase <rulebase_name>

exit
end

ディクショナリ、エンドポイントなどのイベントベースの Gyに必要な残りのパラメータは、
クレジット制御グループから選択されます。

CLIコマンドを介してトリガーが設定され、さらに別のトリガーセットを Gxから受信するシ
ナリオでは、Gxからのトリガーが優先されます。

サーバー到達不能機能の設定

サーバー到達不能機能では、障害処理動作をDiameterクレジット制御の設定で定義する必要が
あります。次の CLIコマンドを使用して、OCS到達不能障害処理機能を有効または無効にす
ることができます。

OCS到達不能障害処理機能を有効にするには、次の設定を使用します。
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configure
require active-charging

active-charging service <service_name>

credit-control
servers-unreachable { initial-request | update-request

} { continue | terminate } [ { after-interim-volume <bytes> |
after-interim-time <seconds> } + server-retries <retry_count> ]

servers-unreachable behavior-triggers {
initial-request | update-request } transport-failure [ response-timeout
| tx-expiry ]

servers-unreachable behavior-triggers initial-request
{ result-code { any-error | result-code [ to end-result-code ] } }

servers-unreachable behavior-triggers update-request
{ result-code { any-error | result-code [ to end-result-code ] } }

end

configure、require active-charging、active-charging service <service_name>、および credit-control
CLIコマンドを設定した後、設定を保存し、シャーシをリロードしてコマンドを有効にする必
要があります。設定ファイルを保存してシャーシをリロードする方法については、使用してい

る展開の『System Administration Guide』を参照してください。

重要

注：

•この CLIコマンド「servers-unreachable { initial-request | update-request } { continue |
terminate } [ { after-interim-volume ...」を使用すると、次の方法で interim-volumeと
interim-timeを設定できます。

• after-interim-volume <bytes>単独で server-retriesが続く。
• after-interim-time <secs>単独で server-retriesが続く。
• after-interim-volume <bytes> after-interim-time <secs>に server-retriesが続く。

•この CLIコマンド「servers-unreachable behavior-triggers」を使用して、Txの有効期限切
れまたは応答タイムアウトのいずれかでサーバー到達不能障害処理をトリガーします（こ

の CLIは「failure-handling update-request continue retry-after-tx-expiry」コマンドの
retry-after-tx-expiryに似ています）。

•この CLIコマンド「servers-unreachable behavior-triggers initial-request { result-code {
any-error | result-code [ to end-result-code ] } }」は、設定されたDiameterエラー結果コード
に基づいて、サーバー到達不能障害処理をトリガーするために使用されます。

この機能の設定に関する詳細については、『Command Line Interface Reference』[英語]を参照し
てください。

CCRのスタティックルールベースの設定
ルールベース名の静的設定を CCRメッセージを介してOCSに渡すことができるようにするに
は、次の設定を使用します。
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configure
require active-charging
active-charging service service_name

credit-control group ccgroup_name

charging-rulebase-name rulebase_name

no charging-rulebase-name
end

configure、require active-charging、active-charging service service_name、および credit-control
group ccgroup_name CLIコマンドを設定した後、設定を保存してから、コマンドのシャーシを
リロードして有効にします。設定ファイルを保存してシャーシをリロードする方法について

は、使用している展開の『System Administration Guide』を参照してください。

重要

注：

•デフォルトでは、APN/サブスクライバテンプレートから取得されたルールベースは、CCR
メッセージを介して OCSに送信されます。

この機能の設定に関する詳細については、『Command Line Interface Reference』[英語]を参照し
てください。

GTPベースの S2a/S2bの Gyの設定
P-GWで GTPベースの S2a/S2bのWi-Fi統合に Gyサポートを提供するには、次の設定を使用
します。

configure
require active-charging
active-charging service service_name

credit-control group ccgroup_name

diameter update-dictionary-avps 3gpp-rel11
[ default | no ] diameter update-dictionary-avps
end

注：

• 3gpp-rel11：標準 Gyディクショナリ内で 3GPP Rel. 11固有の AVPのサポートを提供しま
す。

統計情報の収集

ここでは、Gy関連の統計および設定情報を収集する方法について説明します。

次の表では、最初の列に、収集する統計が示されており、2つ目の列に、実行するアクション
が示されています。

実行するアクション統計/情報

show active-charging sessions fullECSセッションの完全な統計。
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実行するアクション統計/情報

show active-charging service allアクティブ課金サービス（ACS）の詳細情
報。

show active-charging ruledef allサービスに設定されているすべてのルール

定義に関する情報。

show active-charging charging-action allサービスに設定されているすべての課金ア

クションに関する情報。

show active-charging rulebase allサービスに設定されているすべてのルール

ベースに関する情報。

show active-charging credit-control statisticsクレジット制御アプリケーション

（DCCA）の統計。

show active-charging credit-control session-states [ rulebase
<rulebase_name> ] [ content-id <content_id> ]

クレジット制御アプリケーション

（DCCA）のセッションのステータス。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


